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大村湾に昇る朝日を西彼半島から望む

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
清
々
し
く
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
市
政
に

対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
市
制
施
行
六
十
五
周
年
の

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
行
い
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
暖
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を

得
ま
し
て
、
成
功
の
内
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
所
信
表
明
で
掲
げ
た
12

の
政
策
に
つ
い
て
、
幅
広
く
市
民
の
意

見
を
求
め
る
た
め
「
大
村
市
の
重
点
政

策
を
考
え
る
懇
話
会
」
を
昨
年
設
置
し
、

「
行
政
改
革
・
財
政
健
全
化
」「
企
業
誘
致
」

「
歴
史
観
光
の
開
発
」「
商
店
街
の
活
性

化
」「
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、
市
立
病
院
の

再
建
」
の
５
つ
の
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
「
行
政
改
革
・
財
政
健
全
化
」

で
は
、
本
市
は
一
昨
年
「
第
四
次
行
政

改
革
」「
第
二
次
財
政
健
全
化
計
画
」
を

策
定
し
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
が
、
ご
承
知
の
よ
う
に

長
年
赤
字
経
営
を
続
け
て
き
ま
し
た
市

立
病
院
が
、
指
定
管
理
者
へ
移
行
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。そ
の
た
め「
第

三
次
財
政
健
全
化
計
画
」
を
前
倒
し
し

て
策
定
し
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

「
企
業
誘
致
」
で
は
、
交
通
環
境
の

優
位
性
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
を
推
し

進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
工
業
用
水

の
不
足
か
ら
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
を

断
念
し
、
工
業
用
水
を
あ
ま
り
必
要
と

し
な
い
自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
と
し

た
企
業
の
誘
致
を
積
極
的
に
推
し
進

め
、
雇
用
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
歴
史
観
光
の
開
発
」
で
は
、
昨
年

を
歴
史
観
光
元
年
と
し
、
歴
史
を
活
か

し
た
観
光
交
流
都
市
「
お
お
む
ら
」
を

め
ざ
し
ま
す
。
特
に
、
昨
年
実
施
し
た

「
天
正
少
年
夢
ま
つ
り
」
の
よ
う
な
「
商

店
街
の
活
性
化
」
を
図
り
な
が
ら
、
大

村
純
忠
と
天
正
遣
欧
少
年
使
節
を
テ
ー

マ
と
し
た
歴
史
資
源
を
活
か
し
た
観
光

コ
ー
ス
を
策
定
し
観
光
客
の
増
加
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

「
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
事
業
・
市
立
病

院
の
再
建
」
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
事
業
に

つ
い
て
は
、
不
況
な
ど
の
影
響
で
低
迷

し
て
い
ま
す
が
、
売
り
上
げ
を
伸
ば
す

た
め
本
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
ミ
ニ

ボ
ー
ト
ピ
ア
の
開
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
黒
字
化

に
転
じ
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
さ
ら

に
入
場
者
数
が
増
え
、
売
り
上
げ
が
伸

び
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
昨
年
指
定

管
理
者
を
公
募
し
、応
募
の
中
か
ら「
㈳

地
域
医
療
振
興
協
会
」
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
同
協
会
は
、
医
師
の
確
保
や
診

療
体
制
に
優
れ
た
も
の
が
あ
り
、
へ
き

地
医
療
や
医
療
研
修
、
地
域
医
療
の
振

興
な
ど
へ
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。
四
月
か
ら
の
経
営
と

な
り
ま
す
が
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
た
経
営
に
大
い
に
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。

　

以
上
の
５
つ
の
政
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
重
点
的
に
実
施
し
て
ま
い
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
そ
の
ほ
か
の
政
策
に
つ

き
ま
し
て
も
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
こ
の
一
年
が
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日

ご
ろ
よ
り
市
政
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
５
月
に
議
長
に
就
任
し
て
か
ら

初
め
て
の
春
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
議
会
運
営
の
舵
取
り
を
行
な

う
立
場
と
な
り
、
改
め
て
そ
の
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
実
施
の
市
議
会
議
員
選

挙
か
ら
議
員
定
数
が
３
名
削
減
さ
れ
、

25
名
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
政
に
対
す

る
監
視
機
能
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
的
確
に
市

政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
、
私
ど
も
市

議
会
の
最
大
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
９
月
議
会
で
、
議
会
・

議
員
の
役
割
や
責
任
を
明
確
に
す
る
た

め
「
議
会
基
本
条
例
」
の
制
定
と
「
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
実
施
を
目
的

と
し
た
「
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
」、

行
政
改
革
、
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組

み
方
や
限
ら
れ
た
予
算
の
有
効
活
用
を

目
指
す
た
め
「
財
政
健
全
化
特
別
委
員

会
」、
子
育
て
支
援
に
関
わ
る
施
策
を

総
合
的
に
調
査
研
究
を
行
う
「
少
子
化

問
題
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
時
代

を
見
据
え
た
情
勢
分
析
に
力
点
を
お
き

な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
求
め
る
効

率
の
よ
い
行
政
を
念
頭
に
、
市
と
互
い

の
知
恵
を
出
し
な
が
ら
、
市
政
運
営
に

努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

多
難
な
財
政
状
況
と
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
社
会
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
輝
か
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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委
員
会
」、

行
政
改
革
、
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組

み
方
や
限
ら
れ
た
予
算
の
有
効
活
用
を

目
指
す
た
め
「
財
政
健
全
化
特
別
委
員

会
」、
子
育
て
支
援
に
関
わ
る
施
策
を

総
合
的
に
調
査
研
究
を
行
う
「
少
子
化

問
題
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
時
代

を
見
据
え
た
情
勢
分
析
に
力
点
を
お
き

な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
求
め
る
効

率
の
よ
い
行
政
を
念
頭
に
、
市
と
互
い

の
知
恵
を
出
し
な
が
ら
、
市
政
運
営
に

努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

多
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然
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し
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情
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あ
り
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が
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市
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の
皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
支
援
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協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
輝
か
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　　

平
成
20
年
元
旦

大
村
市
議
会
議
長
　

里
脇
清
隆

新
年
を
迎
え
て

二
０
０
八

大村市議会議長
里脇 清隆
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　大村市ホームページでは、行事・イベントをいち早くお届けする
　「とれたてカメラすぽっと」を開設しています。ぜひご覧ください。

 CAMERA  SPOT CAMERA  SPOT

11/30
～12/2 障害への理解を深めました
－第7回全国障害者芸術・文化祭ながさき大会－

　障害者の社会参加や理解を促進するために、シーハット
おおむらで３日間開催されました。障害者による舞台発表
や展示発表が行われ、期間中15,000人の障害者や市民の
皆さんが来場し、障害に対する理解を深めました。

11/18 秋の萱瀬路を満喫!!  
－第7回萱瀬ウオーク－

　今回はコースが変更され、3コース（9㎞、14㎞、20㎞）に、
県内外から約600人が参加して、自分の体力にあわせた
コースでウオーキングを楽しみました。
　紅葉がはじまった萱瀬路の秋を満喫して、ゴールしたあ
とに行われた抽選会では、産地直送の野菜などの賞品が用
意され、参加者に喜ばれていました。

　

第
９
回
大
村
市
顧
問
会
議

を
東
京
都
内
で
開
き
ま
し
た
。

市
側
か
ら
市
長
は
じ
め
５
人

が
出
席
し
、大
村
市
に
ゆ
か

り
が
あ
り
大
企
業
な
ど
の

ト
ッ
プ
を
務
め
て
い
る
皆
さ

ん
に
、市
長
か
ら
大
村
市
の
現

状
や
展
望
な
ど
を
説
明
し
ま

し
た
。そ
の
後
、意
見
交
換
を

行
い
、顧
問
の
皆
さ
ん
か
ら
、

ふ
る
さ
と
大
村
の
飛
躍
、発

展
を
期
待
す
る
質
問
、意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
　

　

出
席
い
た
だ
い
た
顧
問
の

皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
紀
内
隆
宏
氏
・
㈶
全
国
市

町
村
振
興
協
会
顧
問
▽
古
森

重
隆
氏
・
富
士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
代
表
取
締

役
社
長
・Ｃ
Ｅ
Ｏ
▽
志
摩
篤

氏
・
㈱
武
蔵
富
装
顧
問
▽
杉

田
亮
毅
氏
・
㈱
日
本
経
済
新

聞
社
代
表
取
締
役
社
長
▽
中

西
英
介
氏
・
元
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
　

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｘ
Ｉ
Ｖ
㈱
顧
問
　

※
五
十
音
順

　

官
民
で
組
織
す
る
「
国
道

34
号
等
大
村
市
内
幹
線
道

路
整
備
促
進
期
成
会
（
会

長
・
松
本
崇
市
長
）」
は
、
地

元
選
出
国
会
議
員
、
国
土
交

通
省
な
ど
へ
、
国
道
34
号
大

村
拡
幅
等
の
事
業
促
進
に
つ

い
て
要
望
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

期
成
会
で
は
、
引
き
続
き

各
方
面
と
の
協
力
体
制
を
強

化
し
、
全
区
間
の
早
期
完
成

を
目
指
し
ま
す
。《
写
真
・
国

土
交
通
省
、
谷
口
技
官
へ
要

望
書
を
渡
す
》

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
（
内
線
２
２
４
）

■
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課
（
内
線
４
３
１
）
　

11/20

ふるさと出身の経済界トップがアドバイス
̶第 9回大村市顧問会議̶

11/16
̶国道 34号等大村市内幹線道路整備促進期成会̶

国土交通省などへ要望活動

12/9 力いっぱいの走りに大声援
－第31回おおむらロードレース大会－
　寒波の到来で寒い日でしたが、海上自
衛隊周辺で小学生から高齢者までが参加
して開催されました。
　27種目に参加した1,250人余の皆さん
の力強い走りに、沿道からは熱い声援が
寄せられていました。

12/8 男だって子育てします

　男女共同参画を進める「子育て・仕
事と家庭生活を楽しむ～お互い尊重し
合い・支え合って」と題して、中央大学
法学部教授、広岡守穂氏の講演会が
市コミセンで開催されました。
　会場いっぱいにつめかけた参加者
は、5人の子どもを持ち「男だって子育
て」を実践した講師の体験談を交えた
講演に耳を傾け、これからの子育て・夫
婦共同のあり方について考えました。

－女と男いきいき講演会－
12/4おもちをついて・・火の用心

－歳末火災予防もちつき大会－
　歳末の火災予防と明るい新年を迎えら
れることを願って、大村消防署で園児を
招いて恒例のもちつき大会が開催されま
した。
　今年は、常盤保育園とゆりかご保育園
の園児約50人が参加し、重いきねを振り
上げ、「ひのよ～じん」と掛け声を出しな
がらみんなで防火を祈願しました。最後は、
おいしそうにおもちをほうばっていました。

11/25

豊年満作を祝って
－第7回おおむら秋まつり－

　秋の収穫を祝う恒例の「おお
むら秋まつり」が、今年から場所
をシーハットおおむらに移し開催
されました。伝統芸能や子ども太
鼓、よさこいダンスの披露をはじ
め、畜産物・農林水産物などの大
村の秋の特産物が所狭しと並べ
られ、大勢のお客さんでにぎわい
ました。

黒丸踊 もちまき 水主町コッコデショ

ひと ひと
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多目的室

第4会議室

第3会議室

第2会議室

第1
会議室

料理講座室

和室

事務室

ホール

エントランス

玄関

工芸室

図書・児童室

倉
庫

舞
台

団
体
倉
庫

女
子
Ｗ
Ｃ

男
子
Ｗ
Ｃ
Ｈ
Ｗ
Ｃ

ロビーに掛かる郡3踊の陶板レリーフ

所在地：富の原2丁目382番地1

郡地区に生涯学習の新しい風!!郡地区に生涯学習の新しい風!!

面積（㎡）定員（人）9時～12時 13時～17時 18時～22時 9時～17時 13時～22時 9時～22時 冷房／暖房
（1時間につき）

郡地区公民館

多目的室 第4会議室 工芸室

事務室・受付カウンター

第3会議室

料理講座室

和　室

図書室
児童室

（36畳）

（4人掛け
   調理台6台）

（県産材を使った温もりのある空間）

（床・内壁に
    県産材使用）

（講演会・伝統芸能活動など） （ジュータン床、会議など） （陶芸、染物、各種工作など）

☎%53337
6%53397

定例利用登録団体

　郡地区公民館を年間
通して定期的に利用する
学習グループを募集中で
す。
　詳しくは郡地区公民館
にお問い合わせください。

受 付 中です

Information

Information Information Information

駐車台数：55台

昊天宮
●

竹松郵便局
●

国道34号線

●
黒丸バス停

至
松
原

至
桜
馬
場

●
富の原小

昊天宮
●

竹松郵便局
●

国道34号線

●
黒丸バス停

至
松
原

至
桜
馬
場

●
富の原小

内案ごの利 用 内案ご利 用

【使用申込方法】
○所定の使用申請書に必要事項を記入し直接窓口に
提出してください。
○定例利用登録団体は、使用する月の3か月前の月から
受け付けます。
○社会教育目的外の使用は、使用する日の2か月前の日
から受け付けます。
○原則として、使用する５日前までに使用申請の手続きを
お済ませください。
○施設の利用、空き状況の確認は、市のホームページの
公共施設予約・案内システムからもできます。
○施設利用申込は、あらかじめ利用者登録が必要です。

【使用を制限する場合】
○宗教団体の使用および宗教活動、違法行為での使
用、営利目的の使用など。

【使用料】◇社会教育を目的とした使用 ※社会教育目的外使用は10割増 単位：円

多 目 的 室
第１会議室
第２会議室
第３会議室
第４会議室
和         室
料理講座室
工   芸   室

268
26
80
50
60
86
80
43

132
15
48
24
28
43
24
16

1,400
100
400
250
300
450
400
200

1,850
150
550
350
400
600
550
300

1,850
150
550
350
400
600
550
300

3,250
250
950
600
700
1,050
950
500

3,700
300
1,100
700
800
1,200
1,100
600

5,100
400
1,500
950
1,100
1,650
1,500
800

600
100
200
100
150
200
200
100

平成 19年度長崎県美しいふるさとづくり
花壇コンクール表彰

認定こども園の民営化に伴う
受託事業者を募集しています

平成20年  消防出初式

出張所の管理人（住込み）を募集します

住民基本台帳カードを交付しています

年始のごみ出し案内

松原出張所
配偶者または成人の家族と同居できる人
で、平日は17時30分～翌朝8時30分まで、
土・日曜日、および祝日は終日管理できる人
2月1日㈮
1月18日㈮
人事課で配布する管理人入居申込書に、
市販の履歴書（写真貼付）を添えてお申し
込みください。
1月22日㈫に面接選考を行います。

　市立竹松幼稚園と市立竹松保育所を民営化して、
平成21年4月に開設する「認定こども園」の受託事業者
を募集しています。県内の社会福祉法人または学校法
人で、別に定める要件を満たす事業者が応募できます。
　募集要項および申込書類はこども政策課で配布しま
すが、市のホームページからもダウンロードできます。

　西大村中学校が努力賞を受賞し、その表彰式が
平成19年12月8日(土）にハウステンボスで行われ
ました。おめでとうございます。

　市民課では、希望する人に住民基本台帳カード（ＩＣカード）を交
付しています。（手数料：住基カード500円、電子証明書500円）

　1月14日(月)成人の日は休日ですが、燃えるごみの収集
を行います。収集曜日が、月・木曜コースのところは当日
の8時30分までに出してください。（当日の清掃センター
へのごみの持ち込みはできません）

内容物の確認をしますので、必ず事前に電話連絡をしてください。
センター内での分別は、場内の混雑や事故の原因となりますので、
必ず事前に分別してお持ち込みください。
「燃やせるごみ」・・・・・・・・必ず「大村市指定ごみ袋」で出してください。
「燃やせないごみ」「資源物」・・・市販の無色透明のごみ袋で種類ご
とに分類して出してください。
パソコンや家電5品目（テレビ・エアコン・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機）は持
ち込みできません。

●
●

●
●

●

入 居 場 所
入 居 条 件

入居予定日
申 込 期 限
申 込 方 法

そ　の　他

●

●

●

　年始日程表

分類
日程

休　み

休　み

休　み

1/1 2
㈫

3
㈬

4
㈭ ㈮

5
㈯

燃やせるごみ収集

し 尿 く み 取 り

清掃センターへの持ち込み

資源物・燃やせないごみ収集 日割表のとおり収集します

カードの機能

清掃センターへ持ち込みをされるときの注意事項

日常生活での本人確認ができます
　　写真付きのものは、公的な証明書として利用できます。
　　（例）金融機関の窓口での本人確認
　　　　　運転免許証を返納した人の公的証明書

住基ネットでの本人確認ができます
　　全国どこでも住民票の写しが交付できます。
インターネットを使った電子申請での本人確認ができます
　　電子申請に使われる電子証明書（公的個人認証サービス）
　　の格納媒体になります。
　　　(例）e-Taxでの確定申告の際の個人認証

※　e-Tax の確定申告時期は窓口の混雑が予想されますので、
　　早めの取得をお願いします。
※　住基カード個人認証の登録には発行までに 40～60 分を要します
　　ので、確定申告などで取得する人は早めにお出かけください。　

と　き　1月8日㈫　午前9時30分
ところ　市民会館
内　容　●分列行進（11：10）
　　　　　バスターミナル前～総合福祉センター
　　　　●放水演習（11：45）
　　　　　大上戸川（金丸橋付近）

■問い合わせ　こども政策課　☎%49100
　　　　　　　教育総務課（内線362）

■問い合わせ　清掃センター☎%43100

■問い合わせ　安全対策課（内線217）

■問い合わせ　市民課（内線100）

■問い合わせ　人事課（内線271）

■問い合わせ　河川公園課(内線434）

お
詫
び
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訂
正

広
報
お
お
む
ら
12
月
号
５
ペ
ー
ジ
に
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し
た
「
現
代
の
名
工
」
表
彰
の
な
か
で
、
小
玉
ツ
ヤ
さ
ん
と
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
小
玉
ヤ
ツ
さ
ん
の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



多目的室

第4会議室

第3会議室

第2会議室

第1
会議室

料理講座室

和室

事務室

ホール

エントランス

玄関

工芸室

図書・児童室

倉
庫

舞
台

団
体
倉
庫

女
子
Ｗ
Ｃ

男
子
Ｗ
Ｃ
Ｈ
Ｗ
Ｃ

ロビーに掛かる郡3踊の陶板レリーフ

所在地：富の原2丁目382番地1

郡地区に生涯学習の新しい風!!郡地区に生涯学習の新しい風!!

面積（㎡）定員（人）9時～12時 13時～17時 18時～22時 9時～17時 13時～22時 9時～22時 冷房／暖房
（1時間につき）

郡地区公民館

多目的室 第4会議室 工芸室

事務室・受付カウンター

第3会議室

料理講座室

和　室

図書室
児童室

（36畳）

（4人掛け
   調理台6台）

（県産材を使った温もりのある空間）

（床・内壁に
    県産材使用）

（講演会・伝統芸能活動など） （ジュータン床、会議など） （陶芸、染物、各種工作など）

☎%53337
6%53397

定例利用登録団体

　郡地区公民館を年間
通して定期的に利用する
学習グループを募集中で
す。
　詳しくは郡地区公民館
にお問い合わせください。

受 付 中です

Information

Information Information Information

駐車台数：55台

昊天宮
●

竹松郵便局
●

国道34号線

●
黒丸バス停

至
松
原

至
桜
馬
場

●
富の原小

昊天宮
●

竹松郵便局
●

国道34号線

●
黒丸バス停

至
松
原

至
桜
馬
場

●
富の原小

内案ごの利 用 内案ご利 用

【使用申込方法】
○所定の使用申請書に必要事項を記入し直接窓口に
提出してください。
○定例利用登録団体は、使用する月の3か月前の月から
受け付けます。
○社会教育目的外の使用は、使用する日の2か月前の日
から受け付けます。
○原則として、使用する５日前までに使用申請の手続きを
お済ませください。
○施設の利用、空き状況の確認は、市のホームページの
公共施設予約・案内システムからもできます。
○施設利用申込は、あらかじめ利用者登録が必要です。

【使用を制限する場合】
○宗教団体の使用および宗教活動、違法行為での使
用、営利目的の使用など。

【使用料】◇社会教育を目的とした使用 ※社会教育目的外使用は10割増 単位：円

多 目 的 室
第１会議室
第２会議室
第３会議室
第４会議室
和         室
料理講座室
工   芸   室

268
26
80
50
60
86
80
43

132
15
48
24
28
43
24
16

1,400
100
400
250
300
450
400
200

1,850
150
550
350
400
600
550
300

1,850
150
550
350
400
600
550
300

3,250
250
950
600
700
1,050
950
500

3,700
300
1,100
700
800
1,200
1,100
600

5,100
400
1,500
950
1,100
1,650
1,500
800

600
100
200
100
150
200
200
100

平成 19年度長崎県美しいふるさとづくり
花壇コンクール表彰

認定こども園の民営化に伴う
受託事業者を募集しています

平成20年  消防出初式

出張所の管理人（住込み）を募集します

住民基本台帳カードを交付しています

年始のごみ出し案内

松原出張所
配偶者または成人の家族と同居できる人
で、平日は17時30分～翌朝8時30分まで、
土・日曜日、および祝日は終日管理できる人
2月1日㈮
1月18日㈮
人事課で配布する管理人入居申込書に、
市販の履歴書（写真貼付）を添えてお申し
込みください。
1月22日㈫に面接選考を行います。

　市立竹松幼稚園と市立竹松保育所を民営化して、
平成21年4月に開設する「認定こども園」の受託事業者
を募集しています。県内の社会福祉法人または学校法
人で、別に定める要件を満たす事業者が応募できます。
　募集要項および申込書類はこども政策課で配布しま
すが、市のホームページからもダウンロードできます。

　西大村中学校が努力賞を受賞し、その表彰式が
平成19年12月8日(土）にハウステンボスで行われ
ました。おめでとうございます。

　市民課では、希望する人に住民基本台帳カード（ＩＣカード）を交
付しています。（手数料：住基カード500円、電子証明書500円）

　1月14日(月)成人の日は休日ですが、燃えるごみの収集
を行います。収集曜日が、月・木曜コースのところは当日
の8時30分までに出してください。（当日の清掃センター
へのごみの持ち込みはできません）

内容物の確認をしますので、必ず事前に電話連絡をしてください。
センター内での分別は、場内の混雑や事故の原因となりますので、
必ず事前に分別してお持ち込みください。
「燃やせるごみ」・・・・・・・・必ず「大村市指定ごみ袋」で出してください。
「燃やせないごみ」「資源物」・・・市販の無色透明のごみ袋で種類ご
とに分類して出してください。
パソコンや家電5品目（テレビ・エアコン・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機）は持
ち込みできません。

●
●

●
●

●

入 居 場 所
入 居 条 件

入居予定日
申 込 期 限
申 込 方 法

そ　の　他

●

●

●

　年始日程表

分類
日程

休　み

休　み

休　み

1/1 2
㈫

3
㈬

4
㈭ ㈮

5
㈯

燃やせるごみ収集

し 尿 く み 取 り

清掃センターへの持ち込み

資源物・燃やせないごみ収集 日割表のとおり収集します

カードの機能

清掃センターへ持ち込みをされるときの注意事項

日常生活での本人確認ができます
　　写真付きのものは、公的な証明書として利用できます。
　　（例）金融機関の窓口での本人確認
　　　　　運転免許証を返納した人の公的証明書

住基ネットでの本人確認ができます
　　全国どこでも住民票の写しが交付できます。
インターネットを使った電子申請での本人確認ができます
　　電子申請に使われる電子証明書（公的個人認証サービス）
　　の格納媒体になります。
　　　(例）e-Taxでの確定申告の際の個人認証

※　e-Tax の確定申告時期は窓口の混雑が予想されますので、
　　早めの取得をお願いします。
※　住基カード個人認証の登録には発行までに 40～60 分を要します
　　ので、確定申告などで取得する人は早めにお出かけください。　

と　き　1月8日㈫　午前9時30分
ところ　市民会館
内　容　●分列行進（11：10）
　　　　　バスターミナル前～総合福祉センター
　　　　●放水演習（11：45）
　　　　　大上戸川（金丸橋付近）

■問い合わせ　こども政策課　☎%49100
　　　　　　　教育総務課（内線362）

■問い合わせ　清掃センター☎%43100

■問い合わせ　安全対策課（内線217）

■問い合わせ　市民課（内線100）

■問い合わせ　人事課（内線271）

■問い合わせ　河川公園課(内線434）

— � —



■問い合わせ　こども政策課（電話54－9100）

温室効果ガスの排出量
２３，６８２ｔ-CO2（基準年度比　５．７％増）

ガス別の排出割合
・ 二酸化炭素94.4％ ・一酸化二窒素4.3％ ・メタン1.2％

排出量算定項目の状況
○基準年度と比較して増加した項目

ガソリン、ＬＰＧ、都市ガス、電気使用量、公用車走行距離、一般廃棄物焼
却量、廃プラスチック焼却量、下水処理量

●基準年度と比較して減少した項目
灯油、軽油、Ａ重油

結果の分析
　市立病院など一部の施設においては、Ａ重油の使用量が減少したため、
温室効果ガスの排出量も３％減少しましたが、清掃センターでの廃プラス
チック焼却量（ごみに混じったビニールなどの焼却）の増加により、温室
効果ガス排出量も6.6％増加しました。
　結果、全体の温室効果ガス排出量は、基準年度比5.7％の増加となり
ました。

今後の対策
　この計画では、市民の皆さんから清掃センターに出される一般廃棄物
量なども算定の対象となっており、温室効果ガス排出削減には、ごみの
減量と分別回収が大変重要です。
　今後も、市では、施設での節電や各種燃料使用の節約などに取り組
む一方、市民の皆さんに対してもごみの減量と分別の徹底などを推進し
ていきます。市民皆さんのご協力をお願いします。

■問い合わせ　環境保全課（内線144）
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排
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大
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球
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児
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虐
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ヤ
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を
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置
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児
童
虐
待
を
発
見
し
た
り
、虐
待
の
疑
い
が
あ
る
と
感
じ
た
と
き
に
は

市
や
児
童
相
談
所
へ
通
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

通
告
者
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
し
、仮
に
通
告
後
虐
待
で
は
な
か
っ
た
場
合
で
も

罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
周
囲
の
子
ど
も
の
よ
う
す
に「
何
か
お
か
し
い
な
？
」
と
感
じ
た
と
き
は

迷
わ
ず
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

「児童虐待」とは…
 保護者が、18歳に満たない児童に対して、次に揚げる行為を行うことをいいます。

  ●身体的虐待…体に外傷が生じ、または生じるおそれのある暴行を加えること
  ●性 的 虐 待…わいせつな行為をすること、わいせつな行為をさせること
  ●ネグレクト…衣食住への配慮がなかったり、長時間放置するなど保護者としての
  　　　　　　　監護を著しく怠る、または拒否すること
  ●心理的虐待…暴言や拒絶的な対応など心理的外傷を与える言動を行うこと

　
通
告
を
受
け
る
と
、情
報
収
集
を
行
う
な

ど「
大
村
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
」と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、す
ば
や
く
適

切
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　　［子どもの虐待のサイン］

○不自然な傷や打撲のあと
○着衣や髪の毛などがいつも汚れている
○夜遅くまで遊んでいる
○表情が乏しい
○おどおどしている

大村市児童虐待専用
緊急ダイヤル

（年末年始を除く8：30～22：00）

※一刻を争うような事態と判断される場合は
110番に通報してください。

●通常のご相談はこちらへ
大村市こどもセンター
1%49100（月～金8：30～17：30）

1%45868

二酸化炭素
94.4％

一酸化二窒素 4.3％

メタン 1.2％

　「
大
村
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」

と
は
…
児
童
福
祉
機
関
、教
育
機
関
、保
健

医
療
機
関
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ど
が
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携
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待
を
受
け
た

子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
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護
を
要
す
る

子
ど
も
に
関
す
る
情
報
の
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換
や
支
援
を
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う
た
め
の
協
議
を
す
る
場
で
す
。詳
し
く
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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▼
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▼
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８
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９
９
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※
（　）
内
は
前
年
同
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比

市
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況

■問い合わせ　こども政策課（電話54－9100）

温室効果ガスの排出量
２３，６８２ｔ-CO2（基準年度比　５．７％増）

ガス別の排出割合
・ 二酸化炭素94.4％ ・一酸化二窒素4.3％ ・メタン1.2％

排出量算定項目の状況
○基準年度と比較して増加した項目

ガソリン、ＬＰＧ、都市ガス、電気使用量、公用車走行距離、一般廃棄物焼
却量、廃プラスチック焼却量、下水処理量

●基準年度と比較して減少した項目
灯油、軽油、Ａ重油

結果の分析
　市立病院など一部の施設においては、Ａ重油の使用量が減少したため、
温室効果ガスの排出量も３％減少しましたが、清掃センターでの廃プラス
チック焼却量（ごみに混じったビニールなどの焼却）の増加により、温室
効果ガス排出量も6.6％増加しました。
　結果、全体の温室効果ガス排出量は、基準年度比5.7％の増加となり
ました。

今後の対策
　この計画では、市民の皆さんから清掃センターに出される一般廃棄物
量なども算定の対象となっており、温室効果ガス排出削減には、ごみの
減量と分別回収が大変重要です。
　今後も、市では、施設での節電や各種燃料使用の節約などに取り組
む一方、市民の皆さんに対してもごみの減量と分別の徹底などを推進し
ていきます。市民皆さんのご協力をお願いします。

■問い合わせ　環境保全課（内線144）

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ
く

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
状
況
を
公
表
し
ま
す

 

市
で
は
、地
球
温
暖
化
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

「
大
村
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
第
2
期
）」

に
基
づ
き
、市
の
事
務
・
事
業
で
発
生
す
る
二
酸
化

炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
基
準
年
度

（
平
成
16
年
度
）比 

6.2
％
削
減
を
目
標
と
し
て
、排

出
抑
制
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
度
、平
成
18
年
度
に
市
の
施
設
か
ら
排
出
さ

れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
集
計
し
ま
し
た

の
で
、計
画
に
基
づ
き
公
表
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ
く

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
状
況
を
公
表
し
ま
す

児
童
虐
待
専
用
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
を

設
置
し
ま
し
た

　
児
童
虐
待
を
発
見
し
た
り
、虐
待
の
疑
い
が
あ
る
と
感
じ
た
と
き
に
は

市
や
児
童
相
談
所
へ
通
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

通
告
者
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
し
、仮
に
通
告
後
虐
待
で
は
な
か
っ
た
場
合
で
も

罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
周
囲
の
子
ど
も
の
よ
う
す
に「
何
か
お
か
し
い
な
？
」
と
感
じ
た
と
き
は

迷
わ
ず
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

「児童虐待」とは…
 保護者が、18歳に満たない児童に対して、次に揚げる行為を行うことをいいます。

  ●身体的虐待…体に外傷が生じ、または生じるおそれのある暴行を加えること
  ●性 的 虐 待…わいせつな行為をすること、わいせつな行為をさせること
  ●ネグレクト…衣食住への配慮がなかったり、長時間放置するなど保護者としての
  　　　　　　　監護を著しく怠る、または拒否すること
  ●心理的虐待…暴言や拒絶的な対応など心理的外傷を与える言動を行うこと

　
通
告
を
受
け
る
と
、情
報
収
集
を
行
う
な

ど「
大
村
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
」と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、す
ば
や
く
適

切
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　　［子どもの虐待のサイン］

○不自然な傷や打撲のあと
○着衣や髪の毛などがいつも汚れている
○夜遅くまで遊んでいる
○表情が乏しい
○おどおどしている

大村市児童虐待専用
緊急ダイヤル

（年末年始を除く8：30～22：00）

※一刻を争うような事態と判断される場合は
110番に通報してください。

●通常のご相談はこちらへ
大村市こどもセンター
1%49100（月～金8：30～17：30）

1%45868

二酸化炭素
94.4％

一酸化二窒素 4.3％

メタン 1.2％

　「
大
村
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」

と
は
…
児
童
福
祉
機
関
、教
育
機
関
、保
健

医
療
機
関
な
ど
が
連
携
し
、虐
待
を
受
け
た

子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
、保
護
を
要
す
る

子
ど
も
に
関
す
る
情
報
の
交
換
や
支
援
を
行

う
た
め
の
協
議
を
す
る
場
で
す
。詳
し
く
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

— � —

　　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
決
ま
り
ま

し
た
。
平
成
19
年
12
月
１
日
〜
平
成
22

年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
相
談
、
援
助
、

指
導
な
ど
、
市
民
の
福
祉
増
進
の
た
め

に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
（　
　

）
内
は
担
当
地
区

　〈
南
地
区
第
１
〉

▼
福
田
ま
ゆ
み
（
舟
津
・
祝
崎
・
蔦
川
内
）

▼
森　
　

重
子
（
日
泊
）

▼
上
野
左
千
子
（
溝
陸
）

▼
廣
川
千
鶴
子
（
さ
つ
き
台
団
地
）

▼
松
尾　

正
昭
（
今
村
）

▼
森
川　

禮
子
（
岩
松
）

▼
朝
長　

邦
彦
（
小
川
内
・
平
）

▼
森
本　
　

力
（
中
里
上
・
中
里
下
）

▼
田
中　

蓉
子
（
内
倉
・
古
松
）

▼
田
添　

清
美
（
陰
平
上
・
陰
平
下
）

▼
西
浦　

福
則
（
東
浦
）

▼
戸
島
フ
ミ
子
（
前
舟
津
・
外
浦
小
路
）

▼
佐
藤
ト
ミ
子
（
下
久
原
第
１
）

▼
古
賀　
　

健
（
下
久
原
第
２
）

▼
橋
本　

恒
子
（
久
原
住
宅
・
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
官
舎
）

▼
川
口　

榮
三
（
上
久
原
東
）

▼
松
尾　

孝
之
（
上
久
原
西
・
久
原
ヶ
丘
）

▼
指
方　

悦
郎
（
上
久
原
南
）

▼
今
田　

洋
輔
（
久
原
第
２
団
地
）

▼
佐
藤　

益
仙
（
日
向
平
・
本
小
路
）

▼
野
平
権
兵
衛
（
岩
舟
第
１
）

▼
浦
川　

史
弘
（
岩
舟
第
２
・
岩
舟
住
宅
）

▼
緒
方　

好
子
（
上
小
路
東
）

▼
向
野
た
け
子
（
上
小
路
西
）

▼
稲
富　

啓
子
（
玖
島
第
１
）

▼
橋
口
ミ
ド
リ
（
片
町
第
１
・
玖
島
町
）

▼
琴
尾　
　

勝
（
片
町
第
２
・
草
場
小
路
）

▼
村
重
貴
美
子
（
幸
町
）

▼
北
村　

順
子
（
本
町
第
１
・
本
町
第
２
）

▼
関　
　

順
子
（
西
本
町
第
１
・
西
本
町
第
２
）

▼
森　
　

博
法
（
東
本
町
）

▼
右
山　

タ
ケ
（
旭
町
団
地
）

〈
南
地
区
第
２
〉

▼
琴
尾　

明
子
（
久
原
団
地
）

▼
前
田　

信
子
（
木
場
１
丁
目
南
）

▼
井
形　

郁
代
（
木
場
１
丁
目
西
）

▼
浦
田　

雅
美
（
木
場
２
丁
目
東
）

▼
髙
以
良
哲
雄
（
向
木
場
）

▼
馬
場　

輝
夫
（
木
場
２
丁
目
北
）

▼
片
岡
佐
菜
枝
（
須
田
ノ
木
南
）

▼
鎌
田　
　

勝
（
須
田
ノ
木
北
）

▼
中
嶋　

米
雄
（
三
城
第
１
）

▼
江
口　

隆
將
（
駅
前
ビ
ル
・
三
城
第
２
）

▼
吉
岡　

忠
則
（
水
主
町
１
丁
目
・
有
楽
町
）

▼
長
與　
　

隆
（
水
主
町
２
丁
目
）

▼
岩
永　

郁
子
（
武
部
）

▼
浦
上　

正
子
（
田
ノ
平
第
１
）

▼
橋
本
喜
美
子
（
田
ノ
平
第
２
）

▼
百
木
美
津
子
（
柴
田
）

▼
上
野
由
美
子
（
三
城
団
地
）

▼
辻
川　

貞
行
（
大
佐
古
）

▼
橋
本　

恵
子
（
小
佐
古
）

▼
池
田
由
次
郎
（
水
田
１
区
・
向
陽
町
）

▼
久
田
松　

守
（
荒
平
・
水
計
）

▼
福
田
志
津
子
（
赤
佐
古
第
１
・
常
盤
団
地
）

▼
村
田　

加
能
（
赤
佐
古
第
２
）

▼
山
崎　

陽
子
（
徳
泉
川
内
東
）

▼
野
口　
　

榮
（
徳
泉
川
内
西
）

▼
永
益　

紀
子
（
玖
島
江
迎
・
玖
島
団
地
）

▼
坂
木　

正
春
（
大
多
武
・
城
ノ
尾
・
椎
池
）

▼
藤
井　

晶
夫
（
松
尾
・
横
山
頭
）

〈
中
地
区
第
１
〉

▼
浅
田　

惠
子
（
坂
口
・
坂
口
住
宅
）

▼
石
橋　

隆
也
（
池
田
東
）

▼
犬
束　

義
昭
（
池
田
西
）

▼
松
岡　

雪
雄
（
池
田
南
）

▼
青
柳　

裕
子
（
池
田
北
）

▼
川
頭　
　

勉
（
池
田
新
町
９
区
・
池
田
ア
パ
ー
ト
ホ・ヘ
棟

）

▼
一
柳　

英
雄
（
池
田
新
町
10
区
）

▼
村
木　

和
子
（
池
田
新
町
11
区
・
池
田
ア
パ
ー
ト
第
１
、２・ト
棟

）

▼
未
定　
　
　

（
池
田
ア
パ
ー
ト・イ・ロ・ハ・ニ
棟
）

▼
田
代　

節
春
（
上
諏
訪
東
・
雄
ヶ
原
）

▼
神
野　

秀
誠
（
上
諏
訪
中
）

▼
岩
田　

敏
子
（
上
諏
訪
西
）

▼
浦
田　

嘉
文
（
下
諏
訪
東
）

▼
小
濵　

清
一
（
下
諏
訪
西
）

▼
田
﨑　

敏
昭
（
下
諏
訪
北
）

▼
濵
田　

洋
司
（
諏
訪
１
区
）

▼
井
手　

利
子
（
東
諏
訪
）

▼
北
村　

延
子
（
中
諏
訪
）

▼
玉
利　

直
子
（
諏
訪
７
区
・
諏
訪
８
区
）

▼
小
田　

哲
則
（
乾
馬
場
）

▼
安
岡　

敬
美
（
古
町
）

▼
未
定　
　
　

（
水
田
町
）

▼
井
手
千
惠
美
（
水
田
２
区
）

▼
望
月　

英
仁
（
杭
出
津
３
区
・
杭
出
津
４
区
）

▼
森　
　

松
清
（
辻
田
）

▼
未
定　
　
　

（
新
城
）

〈
中
地
区
第
２
〉

▼
牛
島　

紀
子
（
古
町
５
区
）

▼
町
田　

欣
也
（
古
町
６
区
・
古
町
２
丁
目
西
）

▼
林　

悠
紀
雄
（
中
央
町
・
松
並
第
１
ア
パ
ー
ト
）

▼
林　
　

藤
鉦
（
上
杭
出
津
）

▼
中
嶋　

久
子
（
下
杭
出
津
）

▼
𠮷
田
キ
ヨ
子
（
松
山
）

▼
富
永　
　

昇
（
西
小
路
）

▼
藤
村　

祝
子
（
協
和
町
北
）

▼
岳
野　

保
輝
（
協
和
町
南
）

▼
未
定　
　
　

（
松
山
第
２
・
松
山
団
地
）

▼
中
村　

秀
樹
（
昭
和
通
り
）

▼
永
野　

榮
子
（
松
並
１
丁
目
）

▼
橋
口
須
惠
子
（
松
並
２
丁
目
東
）

▼
和
﨑
イ
ツ
子
（
松
並
２
丁
目
西
）

▼
森
園
サ
ダ
子
（
松
並
２
丁
目
南
）

▼
服
部　

孝
次
（
西
大
村
本
町
第
１
）

▼
伊
藤　

隆
二
（
西
大
村
本
町
第
２
）

▼
立
石　

住
子
（
桜
馬
場
第
１
北
）

▼
渡
邉
ハ
ル
ヱ
（
桜
馬
場
第
１
南
）

▼
宇
木　

和
子
（
桜
馬
場
第
２
東
）

▼
葉
山　

廉
子
（
桜
馬
場
第
２
西
）

▼
三
浦　

正
幸
（
植
松
１
丁
目
）

▼
池
田　

正
江
（
植
松
２
丁
目
）

▼
大
道
ヒ
ロ
子
（
植
松
３
丁
目
東
）

▼
森　
　

昭
子
（
植
松
３
丁
目
西
）

▼
未
定　
　
　

（
植
松
住
宅
）

▼
川
口
ユ
キ
エ
（
古
賀
島
東
①
）

▼
未
定　
　
　

（
古
賀
島
東
②
）

▼
城
戸
美
與
子
（
古
賀
島
西
①
）

▼
喜
多
ひ
ろ
子
（
古
賀
島
西
②
）

〈
北
地
区
第
１
〉

▼
浦
江
富
士
子
（
富
の
原
１
丁
目
南
）

▼
古
木　

賢
治
（
富
の
原
１
丁
目
北
）

▼
廣
松
美
智
子
（
富
の
原
１
丁
目
中
）

▼
谷
川　

孝
子
（
富
の
原
２
丁
目
南
）

▼
能
登
原
多
惠
子
（
富
の
原
２
丁
目
中
）

▼
松
本　

次
利
（
富
の
原
２
丁
目
北
）

▼
城
野　

良
子
（
黒
丸
町
）

▼
西
田　

和
泰
（
竹
松
町
東
）

▼
坂
中
留
美
子
（
竹
松
町
西
）

▼
牛
嶋
テ
ル
子
（
鬼
橋
町
南
）

▼
山
﨑
サ
サ
子
（
鬼
橋
町
北
）

▼
北
山
満
洲
子
（
小
路
口
町
）

▼
清
島　

恭
子
（
小
路
口
本
町
一
）

▼
山
口　

澄
德
（
小
路
口
本
町
二
）

▼
手
水　

惠
子
（
竹
松
住
宅
）

▼
勝　

日
出
子
（
小
路
口
住
宅
）

▼
平
坂
南
海
子
（
堺
町
）

▼
米
倉　

博
子
（
原
口
ア
パ
ー
ト
）

▼
松
田　

浩
二
（
今
津
町
）

▼
山
北　

辰
己
（
原
口
町
東
）

▼
安
藤
美
津
子
（
原
口
町
西
）

▼
長
岡
こ
う
子
（
原
口
住
宅
）

▼
川
下　

一
紀
（
竹
松
本
町
第
１
南
）

▼
堀
田　

泰
淳
（
竹
松
本
町
第
１
北
）

▼
小
山　

典
子
（
竹
松
本
町
第
２
上
）

▼
岩
本
キ
ク
ヱ
（
竹
松
本
町
第
２
下
）

▼
赤
木　

聰
子
（
大
川
田
東
）

▼
久
保　

勝
人
（
大
川
田
西
）

▼
青
木　
　

守
（
宮
小
路
１
丁
目
）

▼
村
田
美
千
代
（
宮
小
路
２
丁
目
）

▼
鬼
塚　

正
紀
（
宮
小
路
３
丁
目
）

〈
北
地
区
第
２
〉

▼
中
嶋　

禎
子
（
荒
瀬
）

▼
東　

賢
一
郎
（
原
）

▼
福
重　
　

中
（
宮
代
）

▼
山
口　

辰
德
（
田
下
）

▼
後
藤　

満
行
（
中
岳
）

▼
筒
井
惠
永
子
（
久
良
原
）

▼
田
中　

正
明
（
南
川
内
）

▼
栗
山
ひ
さ
子
（
北
川
内
）

▼
森
川　

正
弘
（
黒
木
）

▼
塚
原　

正
勝
（
沖
田
）

▼
中
野
登
美
子
（
寿
古
・サ
ン・コ
ー
ポ
ラ
ス
寿
古
）

▼
浦
川
美
千
代
（
今
富
）

▼
玉
城　

忠
雄
（
皆
同
）

▼
大
浦　

文
江
（
野
田
・
重
井
田
）

▼
畑
地　

隆
顯
（
立
福
寺
）

▼
江
口　

武
夫
（
弥
勒
寺
）

▼
秀
山　

隆
一
（
福
重
）

▼
今
村　
　

馨
（
草
場
）

▼
田
川　

政
訓
（
橋
本
・
宮
本
）

▼
七
山　
　

剛
（
南
松
本
・
北
松
本
）

▼
川
尻　

十
市
（
浦
１
区
・
浦
２
区
）

▼
川
添
喜
世
子
（
久
津
・
寺
本
）

▼
福
嶋　

健
吉
（
山
下
・
梶
の
尾
・
梶
の
尾
団
地
）

▼
福
田　

健
治
（
北
木
場
・
今
山
・
東
光
寺
）

▼
小
林
キ
ク
ヱ
（
北
野
岳
・
南
野
岳
）

▼
萩
原
美
千
代
（
野
田
・
平
原
）

▼
松
尾　
　

勝
（
武
留
路
）

《
主
任
児
童
委
員
》

南
地
区
第
１
▼
久
松
喜
美
子
▼
一
瀬　

良
子

南
地
区
第
２
▼
福
谷
美
保
子
▼
岩
﨑　

早
苗

中
地
区
第
１
▼
松
本　

あ
や
▼
大
橋
裕
紀
子

中
地
区
第
２
▼
辻　
　

陽
子
▼
本
川　

清
子

北
地
区
第
１
▼
岩
永　

節
子
▼
山
上
よ
し
子

北
地
区
第
２
▼
西
川
香
代
子
▼
峰　

美
穂
子

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課
（
内
線
１
５
１
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員

　

が
決
ま
り
ま
し
た（敬

称
略
）

市長から委嘱状が伝達されました。
（11／28・さくらホール）



後
期
高
齢
者

医
療
制
度

平成20年4月スタート

制度のポイント

◆75歳以上の人が対象となります（一定以上の障害のある
人は65歳以上）。

◆３月中に、新しい保険証が１人に１枚交付されます。老人
医療受給者証をお持ちの人は、制度開始のときの手続
きは不要です。

◆窓口業務、保険料の徴収は市が行います。
制度の運営は、県内すべての市町が加入する長崎県後期
高齢者医療広域連合が行います。

◆医療費の負担割合は、現在の老人保健制度と同様に、
一般の人は１割、現役並み所得者は３割です。

保険料は介護保険と同様、個人ごとに算定されます。

○これまで加入していた国民健康保険や社会保険などは脱退し、これらの医療保険で負担していた
　保険料はなくなります。代わりに後期高齢者医療制度の保険料を納めることになります。

保険料額は原則として、県内均一の被保険者均等割額と所得割額の合算額になります。

所得の少ない人については、所得に応じてそれぞれ次に掲げる割合の被保険者均等割額を減額します。

○75歳のひとり暮らしで年金収入79万円（基礎年金受給者）の場合

○夫78歳は年金収入208万円（厚生年金受給者の平均）で
妻75歳は年金収入79万円（基礎年金受給者）の場合

※所得の少ない者に対する減額の「7割減額」適用

※被保険者の公的年金額が少なくても、子ども（世帯主）に減額基準を超える所得があるため、減額適用はありません。

※所得の少ない者に対する減額の「2割減額」適用

○これらの減額制度に該当する人の手続きは不要です。

被保険者と世帯主の前年の所得の合計額が

保険料額（賦課額）の賦課限度額は50万円に設定されます。

保険料額＝＋被保険者均等割額
1人につき42,400円

所得割額（所得に応じた額）
（総所得額等－基礎控除額33万円）×7.8％

＝＋
被保険者均等割額
12,700円

所得割額
0円

保険料額
【年額】12,700円 【月額】1,058円

○75歳のひとり暮らしで年金収入208万円（厚生年金受給者の平均）の場合

＝＋
被保険者均等割額
42,400円

所得割額
42,900円

保険料額
【年額】85,300円 【月額】7,108円

○自営業の子ども（世帯主）と同居する人（子：営業所得390万円、本人：公的年金収入79万円）の場合

年 年金から保険料を天引き

国保けんこう課 1%34111（内線111）
長崎県後期高齢者医療広域連合　1095（816）3930

＝＋
被保険者均等割額
42,400円

所得割額
0円

保険料額
【年額】42,400円 【月額】3,533円

＝＋夫
被保険者均等割額
33,900円

保険料額
【年額】76,800円　【月額】6,400円

※総所得額等とは、「年金収入－公的年金控除」、「給与収入－給与所得控除」、「事業収入－必要経費」などで各種所得控除
前の金額です。また、退職所得以外の分離課税の所得金額（土地・建物や株式等の譲渡所得などで特別控除後の額）も含まれ
ます。

33万円以下の場合 7割減額

33万円＋〔24万5千円×被保険者数（被保険者である世帯主を除く）〕以下の場合 5割減額

33万円＋（35万円×被保険者数）以下の場合 2割減額

○これまで、社会保険などに加入しているご家族の被扶養者となっていたため保険料を負担していな
かった人については、激変緩和の観点から、後期高齢者医療制度に加入したときから2年間、被保
険者均等割額を5割減額し、また、所得割額は賦課しません。
　なお、平成20年度については、　4月から9月までの6か月間は保険料を徴収せず、10月から平成21
年3月までの6か月間は被保険者均等割額を9割減額されます。

※9月までしか資格のない人は、保険料は賦課されません。
※10月以降に資格を取得される人や年度途中で資格を喪失される人については、
資格を有する期間を考慮して保険料が賦課されます。

保
険
料
の

計
算
方
法

保
険
料
の

計
算
例

保
険
料
の

納
め
方

保
険
料
の

減
額
に
つ
い
て

所得割額
42,900円

＝＋妻
被保険者均等割額
33,900円

保険料額
【年額】33,900円　【月額】2,825円

所得割額
0円

ただし、介護保険料と合わせた保険料額が年金額の半分を超える人、年金額が年間
18万円以下の人は、天引きは行いません。市が送付する納付書、または口座振替で
納めてください。

後期高齢者医療制度の保険料は、2年ごとに見直されます。保
険料は、かかった医療給付費の1割を皆で負担するもので、それ
以外の4割は若年世代からの支援金、5割を国・県・市町の公費
負担によって賄います。医療保険制度の大切な財源となります
ので、制度のご理解と納付のご協力をよろしくお願いいたします。

お問い合わせ

＜年額＞

※

まかな

— 10 —
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方向性

現状維持

その他の見直し

終了

拡充

終期設定

廃止

縮小

計

事業数

304

149

21

31

7

3

10

525

●「拡充」とした主な事業
　・地域づくり支援助成事業
　・国保健康診査事業
　・学校施設等耐震化事業

●「終了」とした主な事業
　・グループホーム等消防設備緊急整備事業
　・貝類増殖試験事業

●「廃止」とした主な事業
　・リサイクル推進協力員事業

●「終期設定」とした主な事業
　・私立幼稚園入園料補助金　

●事業効果などから新規事業として採用した主な事業

　・チャレンジデー開催事業
　・大村市公共交通事業

・池田沖田線県営負担金事業
・高齢者保健福祉計画策定事業

（H19.11.21現在）

評価結果や評価制度についての市民の皆さんからの
ご意見やご感想をお待ちしております。

平
成
19
年
度
の

行
政
評
価
結
果
を

公
表
し
ま
す
。

　
大
村
市
で
は
、こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
な

が
ら
、限
ら
れ
た
予
算
の
使
い
方
と
そ
の
結
果（
成
果
）

を
明
ら
か
に
し
、よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提

供
し
て
い
く
た
め
行
政
評
価
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
各
事
業
の
評
価
表
は
、市
役
所
１
階
の「
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
と
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

525事業

  16事業

  19事業

74施策（内評価対象外6施策）

560事業

全施策数

全評価事業数

①継続事業

②新規事業

③補正予算事業（新規）

◎継続事業

事務事業評価結果

方向性

採用

不採用

計

事業数

16

0

16

◎新規事業

現状維持 57.9％その他の見直し 28.4％

終了 4％

拡充 5.9％

終期設定 1.3％

縮小 1.9%

廃止　0.6％

ど
う
な
る
の
？
市
立
病
院
…

　
大
村
市
立
病
院
は
、昭
和
26
年
10
月
発
足
し
半

世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た
。
現
在
市
内
、県
央
地
域
を

中
心
と
し
な
が
ら
、遠
く
は
県
外
か
ら
も
来
院
さ

れ
、日
夜
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
安
心
の
医
療
の

提
供
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

 

市
立
病
院
は
、今
年
４
月
１
日
、経
営
改
革
と
し

て
運
営
を
民
間
が
行
う
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
、新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
疑
問
な
ど
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　
　
民
間
病
院
に
売
っ
て
し
ま
う
の
で
す
か
？

　
　
い
い
え
、売
却
を
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。指

　
　
定
管
理
者
制
度（
公
設
民
営
化
）と
い
っ
て
、病

院
の
設
置
者
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
く
、経
営
を
指
定
管
理
者
に
お
願
い
し

ま
す
。経
営
者（
指
定
管
理
者
）と
大
村
市（
市
長
）

が
定
期
的
に
協
議
を
行
な
い
な
が
ら
運
営
に
当
っ
て

い
き
ま
す
。

　
　
指
定
管
理
者
制
度（
公
設
民
営
化
）っ
て

　
　
ど
ん
な
制
度
？

　
　
公
の
施
設
の
管
理
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

　
　
し
な
が
ら
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の

節
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、平
成
15
年
6
月
の

地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

 

病
院
で
い
う
と
建
物
、医
療
設
備
な
ど
は
市
の
所

有
で
、こ
れ
ら
を
使
っ
て
病
院
の
経
営
と
医
療
の
提

供
を
民
間
に
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。市
立
病
院
の

職
員
は
市
の
職
員
で
は
な
く
、指
定
管
理
者（
社
団

法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
）の
職
員
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、現
在
大
村
市
で
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
て
い
る
施
設
は
シ
ー
ハッ
ト
お
お
む
ら
や
市
民
プ

ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
働
い
て
い
る
人
は
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
？

　
　
医
師
に
つ
い
て
は
、ほ
と
ん
ど
が
引
き
続
き
勤

　
　
務
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。看
護
師
や
臨

床
検
査
技
師
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
医
療
技
術
職
が
現

在
約
１
９
０
人
ほ
ど
働
い
て
い
ま
す
が
、約
80
％
が

引
き
続
き
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
赤
字
だ
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
に
し
て

　
　
も
同
じ
な
の
で
は
？

　
　
市
の
直
営
を
こ
の
ま
ま
続
け
る
と
赤
字
が
膨
ら

　
　
ん
で
し
ま
う
と
判
断
し
、最
良
の
方
法
は
何
か

と
話
し
合
っ
て
決
定
し
た
の
が
指
定
管
理
者
制
度
で

す
。今
後
10
年
間
の
経
営
は「
社
団
法
人
地
域
医

療
振
興
協
会
」が
行
な
い
ま
す
が
、全
国
34
の
病
院

な
ど
を
運
営
し
て
い
ま
す
。協
会
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
、幅
広
い
経
営
で
培
わ
れ
た
手
法
に
よ
っ
て
大
き

な
経
営
改
善
が
な
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
大
丈
夫
？

　
　
市
立
病
院
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
、よ
り
良

　
　
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、こ
れ
ま
で
の
診

療
科
を
残
す
と
と
も
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に
総
合
病

院
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
、地
域
医
療
の
中
核

的
病
院
と
し
て
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま

す
。も
ち
ろ
ん
１
年
３
６
５
日
24
時
間
の
救
急
医

療
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
小
児
科
の
再
開
は
あ
る
の
で
す
か
？

　
　
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
小
児
科
の
再
開
設

　
　
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　
医
療
費
や
利
用
料
金
は
変
わ
ら
な
い
？

　
　
医
療
費
に
つ
い
て
は
国
の
診
療
報
酬
制
度
で
定

　
　
め
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
す
。診
断
書
料
な
ど

は
従
来
ど
お
り
で
す
が
、変
更
す
る
場
合
は
議
会
の

承
認
が
な
く
て
は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

 

現
在
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、職
員
一
丸
と
な
っ
て

市
民
の
皆
さ
ん
の
医
療
を
守
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。ま
た
４
月
か
ら
も
、、引
き
続
き
地
域
の
皆
さ

ん
に
安
全
な
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
日
々
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、安
心
し
て
市
立
病
院
を
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
企
画
政
策
課（
内
線
２
２
９
）

QA

QA

QA

QA

QA

QA

QA （※12月補正予算まで）

■問い合わせ　企画政策課（内線222、223）
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方向性
現状維持

その他の見直し
終了
拡充
終期設定
廃止
縮小
計

事業数
304
149
21
31
7
3
10
525

●「拡充」とした主な事業
 ・地域づくり支援助成事業
 ・国保健康診査事業
 ・学校施設等耐震化事業

●「終了」とした主な事業
 ・グループホーム等消防設備緊急整備事業
 ・貝類増殖試験事業

●「廃止」とした主な事業
 ・リサイクル推進協力員事業

●「終期設定」とした主な事業
 ・私立幼稚園入園料補助金 

●事業効果などから新規事業として採用した主な事業
 ・チャレンジデー開催事業
 ・大村市公共交通事業

・池田沖田線県営負担金事業
・高齢者保健福祉計画策定事業

（H19.11.21現在）
評価結果や評価制度についての市民の皆さんからの
ご意見やご感想をお待ちしております。

平
成
19
年
度
の

行
政
評
価
結
果
を

公
表
し
ま
す

 
大
村
市
で
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
な

が
ら
限
ら
れ
た
予
算
の
使
い
方
と
そ
の
結
果（
成
果
）

を
明
ら
か
に
し
よ
り
良
い
サ
ビ
ス
を
効
率
的
に
提

供
し
て
い
く
た
め
行
政
評
価
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

 
各
事
業
の
評
価
表
は
市
役
所
１
階
の「
情
報
コ

ナ
」と
市
の
ホ
ム
ペ
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す

525事業
  16事業
  19事業

74施策（内評価対象外6施策）

560事業

全施策数

全評価事業数

①継続事業
②新規事業
③補正予算事業（新規）

◎継続事業
事務事業評価結果

方向性
採用
不採用
計

事業数
16
0
16

◎新規事業

現状維持 57.9％その他の見直し 28.4％

終了 4％

拡充 5.9％

終期設定 1.3％

縮小 1.9%

廃止 0.6％

 （※12月補正予算まで）

■問い合わせ 企画政策課（内線222、223）
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品
参
持

成
平

　

19

票
収
徴
泉
源
の
分
年

）
く
除
を
人
る
す
を
告
申
定
確
※
（

ま
き
届
が
せ
ら
知
お
の
入
加
ら
か
所
務

給
る
す
出
提
に
市
が
所
業
事
や
社
会

　

限
期
出
提

月
１

　

31

㈭
日

　

成
平

　

19

載
記
を
ど
な
額
金
・
名
氏
・
所
住
の
先
払

限
期
出
提

月
１

　

31

㈭
日

と
額
減
が
税
得
所
り
よ
に
譲
移
源
税

　

象
対

成
平

　

18

人
る
い

限
期
告
申

月
３

　

17

㈪
日

■市役所代表電話 %3 4111
市役所内の各部署へは代表電話から
おつなぎします。

■ホームページ
　  http://www.city.omura.nagasaki.jp/

情報
ひろば

容
内

　

者
没
戦
た
れ
ら
な
く
亡
で
戦
大
の
先

の
金
慰
弔
別
特
る
す
対
に
族
遺
の
ど
な

31

き
と
　

２
月
１

28

週
毎
の
日

10

ろ
こ
と

象
対

困
療
治
で
所
療
診
科
歯
の
般
一

　

）
児
（者
害
障
な
難

法
方
込
申

障
・
者
齢
高
（
課
祉
福
害
障

　限
期
込
申

月
１

　

10

㈭
日

1

室
教
防
予
護
介
の
月

☎
（
課
護
介
寿
長

@0 

）
１
０
３
７

と　き ところ
①   8日㈫

13：00～14：30

竹松住民センター
② 10日㈭ 三浦住民センター
③ 15日㈫ 福重住民センター
④ 17日㈭ 鈴田住民センター
⑤ 22日㈫ 中地区住民センター
⑥ 24日㈭ 萱瀬住民センター
⑦ 31日㈭ 松原住民センター
⑧ 29日㈫

19：30～21：00
福重住民センター

⑨ 30日㈬ 松原住民センター

し
出
提
を
書
告
報
払
支
与
給

い
さ
だ
く
て

）
２
２
１
線
内
（
課
務
税

控
額
税
別
特
等
金
入
借
宅
住

く
な
れ
忘
お
を
告
申
の
除

）
２
２
１
線
内
（
課
務
税

20

）
４
１
１
線
内
（
課
民
市

だ
く
て
し
出
提
を
書
調
定
法

い
さ

☎
（
署
務
税
早
諫

@2

）
１
７
３
１

別
特
る
す
対
に
族
遺
の
ど
な
者
没
戦

か
す
で
み
済
お
は
求
請
の
金
慰
弔

線
内
（
課
策
政
祉
福

）
１
５
１

民
国

療
診
科
歯
回
巡
者
害
障

課
祉
福
害
障

☎
（

@0 
）
６
０
３
７

▲昨年の成人式から



　犬を飼う場合は、畜犬登録と年１回の狂犬病予防注射の接種が法律で義務
づけられています。犬を入手された日（生後90日以内の犬の場合は経過後）から
30日以内に、環境保全課または各住民センターで登録手続を行い鑑札の交付を
受けてください。（登録手数料3，000円）
　狂犬病予防注射は、毎年4月に各地区で行っている集合注射で受けるか、最
寄りの動物病院で受けた後に環境保全課または各住民センターで注射済票の
交付を受けてください。（交付手数料550円）
※最近は放し飼い、鳴き声、フンの処理などについての苦情が増えています。
　他人の迷惑にならないことを心がけて、愛犬と楽しい生活を送りましょう。

環境保全課（内線144）
犬の正しい飼い方

犬を飼いたいのですがどんな手続きが必要ですか？Q.
A.

市民110番ですべて無料で行っています。お気軽にご相談ください。

16日（水）

10日（木）

9日（水）

人  権  相  談 10：00～15：00

行 政 相 談 9：30～12：00

法 律 相 談 事前予約制

25日（金）

22日（火）

15日（火） 不動産相談 13：00～16：00

●1月の定例相談日●

■申し込み・問い合わせ　地域げんき課 市民110番　☎○53 4111（内線193）

※法律相談（10：00～15：00）は事前にご予約ください。
　（電話でも受け付けます）
※そのほかの相談の受け付けは、相談時間に直接お越しく
ださい。ただし、終了間際にお越しになると相談に応じ
られない場合がありますので、早めにお越しください。

※法律・行政書士・不動産・人権相談は、相談員が交代制と
なっています。（詳しくは、お問い合わせください）

行政書士相談 13：00～16：00

交通事故相談 10：00～16：00

̶ 15 ̶

市役所内の各部署へは 代表電話○53 4111 からおつなぎします
ホームページ　http://www.city.omura.nagasaki.jp/

き
と
　

１
月
12

ろ
こ
と

院
病
立
市

　
容
内

師
講

枝
千
岡
安

　

 

医
科
器
環
循

級
学
援
支
別
特
の
校
学
中
・
小
内
市

　

き
と
　

１
月
18

21

９
時
２

30

で
ま
分

ろ
こ
と

ン
セ
ミ
コ
市

　
き
と
　

１
月
13

11
時
30

前
午
は
付
受
※

11

ろ
こ
と

館
会
民
市

　
象
対

和
昭

　

62

63
年

人
の
れ
ま
生
日
１
月
４

容
内

張
主
の

し
出
転
に
外
市
で
ど
な
職
就
や
学
進
※

で
席
出
も
合
場
い
な
が
状
内
案
て
い
て

ど
な
花
生
の
後
り
参
墓
お

（
課
全
保
境
環

線
内

）
４
４
１

き
と
　

１
月
12

㈯
日

前
午
（
ン
セ
ミ
コ
市
◎

10

11

）
時

メ
ニ
ア
映
上

　

 
 な

あ
し
と
お
の
う
ほ
ま
・

　

し
な
ば
昔
本
日
・

　

大
年

天

福
地
福

前
午
（館
民
公
区
地
中
◎

11

時
１
後
午
（
ン
セ
ミ
コ
区
地
村
大
西
◎

メ
ニ
ア
映
上

　
年
少
・

　

 

く
む

 

会
画
映
子
親

☎
%4

１
６
１
３

）

座
講
康
健
い
あ
れ
ふ

（
院
病
立
市

☎
%2

１
６
１
２

））
４
６
３
線
内
（
課
育
教
校
学

成
平

20

式
人
成
年

（
課
育
教
会
社

☎
%4

１
６
１
３

）

集
募
ト
ウ
カ
ス

象
対
◇

女
男
の
上
以
長
年
の
園
育
保
・
園
稚
幼

　

☎

　

%3

）
宮
津
宇
（
７
６
６
９
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員
定
　

50

）
順
着
先
（
人

法
方
込
申

込
申
の
シ
ラ
チ
は
た
ま
話
電

　
先
込
申

６
５
８
〒
「
　

｜

５
２
８
０

市
村
大

　８
町
城
三
西

画
参
同
共
女
男

」

き
と

月
２

　

11

㈷
日

　ろ
こ
と

路
道
回
周
園
公
湖
岳
野

目
種

女
男
の
校
学

録
登
協
陸
の
子
男
く
除
を
生
学
中
※

40

料
加
参

間
期
込
申

16

㈬
日

布
配
紙
用
込
申
び
よ
お
先
込
申

　

ろ
こ
と

ザ
ラ
プ
流
交
報
情

　
員
定

座
講
各

　

20

数
多
み
込
し
申
（
人

）
選
抽
合
場
の

法
方
込
申

ｅ

I

入
記
と
」
込
申
会
習
講
Ｔ

先
込
申

６
５
８
〒
「
　

｜

２
２
０
０

－

29

情
市
村
大

　

」
ザ
ラ
プ
流
交
報

　
plaza@

octp-net.ne.jp

限
期
込
申

　

1
月
11

㈮
日

日
居
入

　

２

㈮
日
１
月

所
場
び
よ
お
日
選
抽

　

１
月
22

前
10

館
会
民
市

　時

人
老
（
り
ま
集
の
他
の
そ
や
会
内
町

　

催
開
を
座
講
康
健
で
ど
な
）
く
除
を
会

ホームページ　http://www.city.omura.nagasaki.jp/
市役所内の各部署へは 代表電話○53 4111 からおつなぎします

き
と
　

２
月
24

㈰
日

法
方
込
申

　

oifaifh@
hotm
ail.com

限
期
込
申

　

１
月
31

㈭
日

き
と
　

１
月
26
日
㈯

30

時
３

30
分

ろ
こ
と

員
定
　

30

）
順
着
先
（
人

法
方
込
申

ｅ

　

danjyo@
city.om

ura.lg.jp

限
期
込
申

　

１
月
21

㈪
日

き
と
　

１
月
22
日
㈫

10

ろ
こ
と

象
対

職
退
め
た
の
ど
な
護
介
・
児
育

　

？
か
ん
せ
ま
し
催
開
を
座
講
康
健

）
１
４
１
線
内
（
課
う
こ
ん
け
保
国

生
講
受
会
習
講
Ｔ
Ｉ

（
ザ
ラ
プ
流
交
報
情

☎
%0

）
５
９
０
０

者
居
入
宅
住
営
市

（
発
開
市
都
村
大

☎
%4

１
５
１
４

）

課
き
ん
げ
域
地
（会
協
流
交
際
国
村
大内 

・
４
８
１
線
内

5
%2

）
２
０
９
２

※時間はいずれも午後１時30分～４時30分

講座
番号 内　容 対　象 と　き 受講料 申込期限

27 HTML初級 ホームページの基本を
理解している人

1月29日～2月7日
毎週火・木曜日

500円

1月15日（火）

28 エクセル活用マクロ・VBA
エクセルの基本操作が
できる人

2月2日～23日
毎週土曜日 1月19日（土）

29 パワーポイント入門 文字入力などパソコン
の基本操作ができる人

2月12日～21日
毎週火・木曜日 600円 1月29日（火）

第
31
回

会
大
走
競
伝
駅
ら
む
お
お

永
冨
・
会
協
技
競
上
陸
市
村
大☎

（

%3

）
４
０
０
５

課
進
推
画
参
同
共
女
男☎

（

%4

・
５
１
７
８

5
%4

）
０
０
７
８

課
進
推
画
参
同
共
女
男☎

（

%4

・
５
１
７
８

5
%4

）
０
０
７
８

Re・Be

▲昨年の大会のようす

室
教
ン
コ
ソ
パ

容
内
◇

１
月
７

28

１
月
８

29

日
曜
火
週
毎
の
で
ま
日

前
午
も
れ
ず
い
は
間
時
※

10

ろ
こ
と
◇

料
講
受
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萱瀬・植松・妙宣寺・久原・三浦・松原・わかば・常盤・昊天宮・諏訪・
かたまち・新城・桜馬場・ふるまち・鈴田・ひまわり・ゆりかご・たんぽぽ

資格　　保護者が次のいずれかに該当し、かつ同居の親族などの人が保育できないとき
　　　　○昼間、家事以外の仕事に就いている人
　　　　○産前２か月、産後３か月の人
　　　　○病気やけが、または心身障害者の人
　　　　○病人などを長期間看護している人
　　　　○火災、風水害などの復旧にあたっている人

保育料　年齢別に、その世帯の税額によって決められます。

※昊天宮保育園は4月から認定こども園になります。

■問い合わせ　こども政策課（☎%49100）

平成20年度平成20年度

保育所（園）園児募集
公立保育所 池田・中央・三城・竹松

私立保育園

対象　　0歳～5歳児（4月1日現在）

申込期間  1月4日（金）～31日（木）

■申し込み・問い合わせ
　大村市観光コンベンション協会　☎○52 3605　

2008

市内在住で満18歳以上の男女

所定の申込書に直近5か月以内の写真（上半身と全身のＬ版
各1枚）を添えて、お申し込みください。

応募方法
商工会議所、観光コンベンション協会、
観光案内所、市役所案内
　　

申込書設置場所

「おおむら桜」「花菖蒲」の各１人を決定します。　

応募期限 2月15日（金）大村フラワー大使
　4月1日～平成21年3月31日の間、市内外で大村市のＰＲ活動や各種行事に携わっていただきます。
　ふるってご応募ください。　　

資　　格

内　　容

（4月1日現在）※高校生は除く

募
大
集 

　現在入所（園）中の児童が、引き続き同一の保育所
（園）に入所（園）する場合は、家庭状況申立書と源泉
徴収票など添付書類の提出が必要です。
　兄弟姉妹で現在入所（園）していない児童が保育
所（園）入所を希望する場合は、入所申込書を提出し
てください。
　申込書などは、こどもセンターまたは各保育所（園）で
配布しています。

　保育料については、第2子無料の見直しを検討しています。
　改定案として現行の無料から4分の1の額徴収を予定しています。

　この事例では、まず電話で家族の状況や叙勲の話を持ち出す
ことで信用させ、その上で商品を送ることに同意させて代金を請求
する手口です。このような電話勧誘販売の場合、商品・契約書な
ど受理後8日以内であれば、クーリング・オフで無条件に解約でき
ます。知らない人から電話がかかってきた場合、家族構成や資産
など個人情報を求められても絶対に答えてはいけません。相手の
ペースに乗らないためにも、長電話せずに「興味がありません」と
すぐに電話を切りましょう。

県消費生活センターや、市民110番に寄せられた相談事例を
ご紹介します。市民の皆さん、お気を付けください。

　祖父のもとに突然「ご家族は元気ですか？」という電話があり、
世間話をしていく中で「以前叙勲を受けられているのですか。すば
らしい功績だ」などとほめたたえ、無料で皇室の写真を送るという
ので送ってもらうことにした。数日後、立派な額に入った写真が届
いたが、48,000円の振込用紙が同封されていた。有料なら返品
したい。

地域げんき課市民110番（内線194）　県消費生活センター（☎095－824－0999）

̶ 17 ̶

市役所内の各部署へは 代表電話○53 4111 からおつなぎします
ホームページ　http://www.city.omura.nagasaki.jp/
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　110 番は長崎市の長崎県警察本部通信指令室につな
がります。相談に関するもの、免許証の更新、落し
物の届出など、緊急でない用件は＃ 9110 または大村
警察署におかけください。

係員に次のことを伝えてください。　
　①事件か事故か
　②発生場所は、○○町、目印となる目標物など
　③犯人はどんな人物（性別、年齢など）、どんな服装で、
　　どんな手段で（車？走って？）どちらの方向に逃げたか
　④けがなど被害の有無
　⑤あなたの氏名・電話番号など　

1月10日は「110番の日」です　～緊急時 頼れるあなたの110番～
110 番通報するときは？

110 番のかけ方

110 番は緊急の事件・事故のための電話です

　問い合わせ　　大村警察署　1 %40110
　家庭の加入電話・携帯電話などすべて市外局番な
しの 110 番でつながります。
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ニューイヤー駅伝出場決定！～SUMCO TECHXIV ㈱陸上競技部～

　１月１日に群馬県で開催される全日本実業団対抗駅伝競走大会（ニューイヤー駅
伝）の出場をかけた九州実業団毎日駅伝大会が去る11月23日行われました。大会に
は九州内の実業団18チームが出場、福岡市～北九州市までの７区間79.7㎞で7つの全
国大会出場枠をかけ健脚を競いました。SUMCO TECHXIV㈱陸上競技部は、終始安
定した走りでタスキをつなぎ見事第５位に入賞、５年連続６回目の全国大会出場を決
めました。定方監督はじめ選手の皆さんは、全国大会でのこれまで以上の飛躍を誓っ
ています。地元チームの全国大会での活躍を皆さんで応援しましょう。

産業名 時間給 効力発生日

一般機械器具製造業 746円 平成19年12月29日

電気機械器具、情報通信機械器
具、電子部品・デバイス製造業 685円 平成20年  1月  5日

船舶製造・修理業
船用機関製造業 759円 平成19年12月29日

※その他（長崎県最低賃金） 619円 平成19年10月21日
金
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このほかにもたくさんの新着図書を用意しています。
市立図書館ホームページ（http://www.lib.omura.nagasaki.jp)もご覧ください。

　今年の干支でもあるねずみの
大家族が主人公の絵本「１４ひき
シリーズ」の最新作です。きょうだ
いみんなで、もちつきのお手伝い
をして、お正月を迎えます。

「14ひきのもちつき」
いわむらかずお 著　童心社

　1枚のふろしきが、結ぶだけで
さまざまな形のバッグに変身！
　お気に入りのふろしきで作っ
てみませんか。

「結んでつくるふろしきバッグ」
山田悦子 監修　山海堂　

■問い合わせ　市立図書館（☎○52 2457 　○52 2514）

seahat@octp-net.ne.jp

2月2日㈯・3日㈰

あの時、あの場面…
　　感動をスクリーンでもう一度

小津安二郎監督作品４本一挙上映

大村市民会館

チケット料金

1　回　券
4回セット券

当　　日
会　員

1,300円
400円

一　般

1,500円
500円

会　員
400円

一　般
800円

前　　売

名作映画上映会名作映画上映会
麦　秋（昭和26年） 東京物語（昭和28年） 彼岸花（昭和33年） 秋刀魚の味（昭和37年）

2日   9：30 3日 18：30 2日 12：30 3日 15：30 2日 15：30 3日 12：30 2日 18：30 3日 9：30

九スポ杯新春特選レース
1月1日（祝）～6日（日）

【主な出場予定選手】
　吉田一郎　飯山晃三　赤坂俊輔
　落合敬一　尾崎鉄也　山口博司
　山本寛久

新春お笑いライブ

５日（土）若井おさむ ダイノジ６日（日）

①11：55頃～　②14：50頃～

※イベント時間は変更になる場合があります。

イベント＆ファンサービス
1日（祝）

2日（水）
3日（木）

4日（金）

・ウェルカムキャンペーン（開門10：00～約10分間）
　　選手から紅白まんじゅうプレゼント（数に限りがあります）
・長崎支部選手と競艇クィーンの餅つき大会
　　（①12：50頃～ ②14：50頃～）
　　つきたてのお餅をプレゼント
・新春よさこいダンスフェスタ（12：00頃～）
・ママドゥ ドゥンビア マリ共和国伝統音楽ライヴ
　（①11：55頃～ ②13：50～ ③15:20頃～）
・くじら太鼓（①12：50頃～②14：50頃～）

※期間中毎日、ターンマーク坊やの巨大ふわふわ（無料）

！！

̶ 19 ̶

市役所内の各部署へは 代表電話○53 4111 からおつなぎします
ホームページ　http://www.city.omura.nagasaki.jp/



■問い合わせ　まちかど市民ギャラリー　☎%01216

 　　　３日　書道、ワークショップ（大村市美術協会）    
４日～ 10日　書道（日本習字）
　※６日、午後１時～琴・尺八・胡弓演奏、詩吟、踊り
11日～ 17日　書道（大村市美術協会）
18日～ 24日　絵画（溝道桂子個展）
25日～ 31日　写真（写団玖島）

1月のまちかど市民ギャラリー 親子で100㎞完走！
100kmチャリソン～LOVE&NＡTURE～

　昨年11月17日（土）～18日（日）にかけて、22組の親子が市
役所～西海橋まで往復約100kmの道のりを自転車で完走し
ました。この事業は、親子共通の大
きな目標を掲げ一緒にチャレンジす
ることで「親子愛」を育くんでもらお
うと、大村青年会議所が主催・実
施しました。

はぐ

̶ 20 ̶
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　大村市ビルメンテナンス業者会の
皆さんが、市内の保育所で窓清掃を行
われました。（11月16日・中央保育所）

　国際ソロプチミスト大村から、市
立図書館に女性関連図書を寄贈して
いただきました。（11月27日・市役所）

贈
寄
を
書
図
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シ
リ
ー
ズ

　

今
回
は
水
計
町
在
住
の
久
田
信
一
郎
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。お
も
に
エ
チ
オ
ピ
ア
で

国
際
技
術
協
力
事
業
に
長
年
従
事
し
て
き
た
久
田
さ
ん
の
、現
地
へ
の
想
い
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

問い
合わせ

みんなの
健康　

春
先
に
東
京
か
ら
始
ま
っ
た
麻
疹

の
流
行
は
、み
る
み
る
う
ち
に
全
国
へ

拡
大
し
ま
し
た
。ワ
ク
チ
ン
の
接
種
希

望
者
が
急
増
し
た
た
め
生
産
量
が

少
な
い
麻
疹
ワ
ク
チ
ン
は
す
ぐ
に
底

を
突
き
、十
分
な
量
を
生
産
し
て
い

る
は
ず
の
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン（
麻
疹
・
風

疹
ワ
ク
チ
ン
）ま
で
も
入
手
不
可
能

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。生
産
ラ
イ

ン
の
問
題
で
他
の
ワ
ク
チ
ン
に
も
影

響
が
お
よ
び
、Ｄ
Ｔ
Ｐ
ワ
ク
チ
ン（
三

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
）や
Ｄ
Ｔ
ワ
ク
チ
ン

（
二
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
）も
一
時
期
品

薄
に
な
り
、ワ
ク
チ
ン
の
手
配
に
頭
を

痛
め
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
騒
動
は
そ
れ
だ
け
で
終

わ
ら
ず
、希
望
者
が
増
え
た
た
め
梅

雨
か
ら
夏
に
か
け
て
今
度
は
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し
ま
し
た
。リ
ス

ク
が
比
較
的
高
い
と
さ
れ
る
九
州
に

は
重
点
的
に
ワ
ク
チ
ン
が
出
荷
さ
れ

た
そ
う
で
希
望
者
に
は
な
ん
と
か
接

種
で
き
た
よ
う
で
す
が
、配
分
の
少

な
か
っ
た
関
東
地
区
で
は
涼
し
く

な
っ
て
も
供
給
不
足
が
続
い
た
そ
う

で
す
。

　

日
本
で
は
公
費
で
接
種
で
き
る
Ｂ

Ｃ
Ｇ
、三
種
混
合
、Ｍ
Ｒ
、日
本
脳
炎

の
ワ
ク
チ
ン
以
外
に
、任
意
で
接
種

す
る
水
痘
、お
た
ふ
く
か
ぜ
、イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、肺
炎
球
菌
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
。水
痘
ワ
ク

チ
ン
、お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
は
費

用
が
高
い
こ
と
と
、「
一
度
は
か
か
る

病
気
」と
い
う
意
識
が
強
い
た
め
か

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
少
な
い
の

が
現
実
で
す
。し
か
し
水
痘
後
の
帯

状
疱
疹
や
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
よ
る
難

聴
な
ど
つ
ら
い
後
遺
症
や
合
併
症
は

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、子
ど

も
に
か
か
る
負
担
や
リ
ス
ク
を
考
え

る
と
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
す
る
の
が一
番

で
す
。「
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
よ
り
も

罹
っ
た
ほ
う
が
良
い
病
気
」な
ど
あ

る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

予
防
医
学
の
進
歩
と
と
も
に
必

要
と
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
も
変
わ
り
ま

す
。春
か
ら
は
中
学
１
年
生
と
、高

校
３
年
生
へ
の
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
り
ま
す
。重
篤
な
髄
膜
炎
な

ど
を
予
防
で
き
る
Ｈ
Ｉ
Ｂ
ワ
ク
チ
ン

（
Ｂ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ワ
ク
チ
ン
）

も
ま
も
な
く
接
種
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。欧
米
で
普
及
し
て
効
果
を

あ
げ
て
い
る
子
ど
も
向
け
の
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
や
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
導
入
も
そ
う
遠
く
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。も
う
一
度
母
子
手
帳
で

接
種
も
れ
が
な
い
か
、そ
の
ほ
か
に
接

種
す
る
も
の
が
な
い
か
見
直
し
て
み

て
病
気
に
か
か
る
前
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

カメリアクリニック
【小児科長】

ワ ク チ 接 種ン

中央:久田氏（エチオピアにて）

尹　忠秀先生

「
裸
足
の
マ
ラ
ソ
ン
王
者
」

  

ア
ベベ・ビ
キ
ラ
が
ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
１

９
６
０
年
に
優
勝
し
た
話
は
、伝
説
的
な
出

来
事
と
し
て
エ
チ
オ
ピ
ア
で
語
り
継
が
れ
て

い
る
。東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
ア
ベ
ベ
は
、優

勝
し
二
冠
を
果
た
し
た
。ロ
ー
マ
で
は
、は
だ

し
で
走
っ
た
が
、東
京
で
は
シ
ュ
ー
ズ
を
履
い

て
優
勝
し
た
。

 

当
時
私
は
７
歳
だ
っ
た
。そ
の
20
年
後
に
青

年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ア
デ
ィ
ス･

ア
ベ
バ

に
い
た
。エ
チ
オ
ピ
ア
の
友
人
に「
ア
ベ
ベ
が
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
優
勝
し
た
頃
私
た
ち
も

運
動
会
で
は
だ
し
で
走
っ
て
い
た
」と
話
し
て

も
半
信
半
疑
だ
っ
た
。そ
の
後「
お
し
ん
」が

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
エ
チ
オ
ピ
ア
人
も
泣

い
て
い
た
。お
陰
で
私
た
ち
が
は
だ
し
で
走
っ

て
い
た
こ
と
を
信
じ
て
も
ら
い
、日
本
人
の

戦
後
復
興
と
経
済
発
展
が
手
本
と
さ
れ

益
々
尊
敬
さ
れ
て
得
を
し
た
気
分
に
な
っ

た
。縁
あ
っ
て
エ
チ
オ
ピ
ア
で
海
外
技
術
協
力

の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
り
22
年
、彼
ら
と
共
に

汗
を
流
し
て
き
た
。

 
今
、私
の
大
好
き
な
マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
１
人

に
エ
チ
オ
ピ
ア
人
の
ハ
イ
レ･

ガ
ブ
レ･

セ
ラ
シ
エ

が
い
る
。30
代
後
半
か
ら
１
万
メ
ー
ト
ル
の

王
者
か
ら
マ
ラ
ソ
ン
に
転
じ
世
界
記
録
を
更

新
し
続
け
て
い
る
国
民
的
英
雄
だ
。ハ
イ
レ

も
、子
ど
も
の
時
、農
村
で
育
ち
は
だ
し
で

走
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。彼
の
等
身
大

の
ポ
ス
タ
ー
が
ア
デ
ィ
ス・ア
ベ
バ
市
役
所
に
通

ず
る
10
階
建
て
ビ
ル
の
側
面
一
面
に
張
ら
れ

て
い
て「
イ
チ
ャ
ラ
ル
」と
書
い
て
あ
る
。「（
や

れ
ば
）で
き
る
」と
言
う
意
味
で
あ
る
。

 

飢
饉
の
時
も
、内
戦
の
時
も
、そ
し
て
平
和

な
時
も
、世
界
の
、中
・
長
距
離
競
技
で
エ
チ

オ
ピ
ア
人
は
国
の
誇
り
を
か
け
て
活
躍
し
て

き
た
。は
だ
し
の
マ
ラ
ソ
ン
選
手
が
は
じ
め
て
エ

チ
オ
ピ
ア
に
金
メ
ダ
ル
を
持
ち
帰
っ
て
か
ら
48

年
に
な
る
。北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、再
び
優

勝「
で
き
る
」よ
う
に
応
援
し
た
い
。

ユン　チュン　ス

か
か

アベベ・ビキラの墓

済んでいますか?

は
し
か

す
い
と
う

は
だ
し

き
き
ん

— 21 —— 21 —
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カメリアクリニック
［小児科］
富の原2丁目☎○28  8177
むたクリニック
［整形外科・消化器科］
古町2丁目☎○52 4501

須田小児科医院
［小児科］
植松3丁目☎○54 7200
原外科内科肛門科
［外科・内科・肛門科］
宮小路1丁目☎○55 8427
なりすえ歯科医院
池田1丁目☎○54 8080

出口小児科医院
［小児科］
諏訪3丁目☎○52 2252
レディースクリニックしげまつ
［産婦人科］
古町1丁目☎○54 9200
鳥越歯科
本町☎○52 2992

1

8

15

22

29

※写真はこどもセンターを訪れたお友だちです。

献血車巡回日
午前9：30～11：30
市役所前■国保けんこう課

ふれあい健康講座
「ペースメーカについて」
午後1：00～2：00
市立病院
■市立病院（☎○52 2161）

※開催場所を記載していないイベントは、
　こどもセンターであります。
※■は問い合わせ

乳幼児すくすく
健康相談　
受付：午前9：30～10：30
竹松住民センター
■こどもセンター

乳幼児すくすく
健康相談　
（4か月児前後）　
受付：午前9：30～10：30
（10か月児以上）
受付：午後1：30～3：00
■こどもセンター

耳とことばの相談
午後1：00～3：00　
・医師などによる相談
・身体障害者手帳および
 補聴器の申請受付
総合福祉センター
■ 障害福祉課

小児科内科しげの
［小児科・内科］
須田ノ木町☎○52 8525
本田皮ふ科アレルギー科
［皮膚科・アレルギー科］
富の原2丁目☎○55 6830
蔵田歯科医院
原口町☎○55 3565

さわ小児科
［小児科］
富の原2丁目☎○56 2288
後藤産婦人科
［産婦人科］
西大村本町☎○20 8123
本川歯科医院
松並2丁目☎○54 1682

野口内科こども医院
［小児科・内科］
西大村本町☎○52 2339
貞松病院
［整形外科・形成外科］
東本町☎○54  1161
今道歯科医院
本町☎○52 1822

ともなが内科クリニック
［内科・呼吸器科］
杭出津2丁目☎○54  5000
おび産婦人科医院
［産婦人科］
本町☎○541103
きい歯科矯正歯科クリニック
須田ノ木町☎○52 0202

みね内科クリニック
［内科・呼吸器科］
富の原1丁目☎○55 5070
わたなべ耳鼻咽喉科医院
［耳鼻咽喉科］
杭出津2丁目☎○52  2003
なかむら歯科
協和町☎○50 1718

日曜・祝日の在宅当番医は、
変更になる場合があります。
ご確認のうえお越しください。
●診療時間：
　午前9時～午後6時
　※歯科は正午まで

■問い合わせ  こども政策課

　三種混合、麻しん・風しん、日本脳炎、ＢＣＧ・インフ
ルエンザ予防接種は、年間を通じて実施しています。
　お子さんの体調の良いときに受けてください。
　インフルエンザは１月末までです。

　上田 陽詩ちゃん
（1歳11か月）

坂口 璃奈ちゃん
（1歳10か月）

り　な ひ な た

子育てひろば
日 土月 火 水 木 金

■申し込み・問い合わせ
こどもセンター
〒856-0832　本町413-2
☎549100　 　　54 9174
午前8時30分～午後5時30分（月～金曜日）

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20
■こどもセンター

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20
■こどもセンター

ことばの教室
午後1：30～4：00
・言語聴覚士によることばの相談
・心理相談員による育児相談
■こどもセンター

ことばの教室
午後1：30～4：00
言語聴覚士によることばの相談
■こどもセンター

親子愛あい広場
午前9：30～11：30
■こどもセンター

親子愛あい広場
午前9：30～11：30
■こどもセンター

親子愛あい広場
午前9：30～11：30
■こどもセンター

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20
■こどもセンター

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20
■こどもセンター

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20
■こどもセンター

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20
■こどもセンター

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

　1 月　1 月　1 月2008

●1歳6か月児健康診査（通知済み）
　　　…平成18年1月～平成18年6月生まれ、または2歳未満の幼児が対象
●3歳児健康診査（通知済み）
　　　…平成16年1月～平成16年7月生まれ、または4歳未満の幼児が対象
●ふれあいリハビリサロン（初回は電話で申し込み） …40歳以上の人が対象
●ことばの教室•親子愛あい広場（初回は電話で申し込み）
　…ことばの発達が気になるお子さんや、育児でお困りのお母さんが対象
●乳幼児すくすく健康相談
　…身長・体重測定、離乳食教室、育児相談（予約不要。母子手帳参照）
　…こころはぐくむ絵本事業で絵本を配布します（対象：1歳児未満）

子育てつどい
ベビーふれあいあそび

おはなしの会

出前子育てつどい

■ 問い合わせ
★（松原・福重・竹松地区）
北地区子育て支援センター
（昊天宮保育園） ☎○55 0922
★（鈴田・三浦地区）
南地区子育て支援センター
（鈴田保育園） ☎○49 5388
★（西大村地区）
西大村地区子育て支援センター
（植松保育園） ☎○54 5056

つ ど い 名 内　　　容 と　き と　こ　ろ
毎週

9日

10日

24日

30日

9日

10日

11日

16日

23日

24日

25日

30日

水曜

（水）

（木）

（木）

（水）

（水）

（木）

（金）

（水）

（水）

（木）

（金）

（水）

こどもセンター

市立図書館

桜馬場第2公民館

竹松本町第1公民館

こどもセンター

松原住民センター

さつき台公民館

竹松住民センター

福重住民センター

小路口光公民館

西大村コミセン

松原住民センター

三浦住民センター

竹松住民センター

福重住民センター

子育てとなり組 みんなでおしゃべり（10：00～11：30）

（10：00～）

※1

※2

（10：00～）

　おしゃべりしたり、子どもと遊んだりしたりして、みんなで楽しいひとときを過ごしませんか。　対象　就学前の乳幼児親子

ベビーマッサージ・親子遊び（0歳児）（11：00～） 

絵本の読み語り・わらべうた（11：00～）

1月生まれの誕生児を祝おう（11：00～）

お正月遊びをしよう

体を動かして遊ぼう

誕生日のつどい

※1　 申し込みが必要です。電話または直接こどもセンターへお申し込みください。
※2　 誕生月でない人も参加できます。誕生月の人は事前にこどもセンターへ連絡してください。

ふれあい交流
室
こどもセンター２階に、乳幼児と親が自由に来て遊べる部屋があります。どうぞご利用ください。［利用日・時間］月～金曜日（祝祭日を除く）午前10時～午後5時

　冬場はフグによる食中毒、カキなどの二枚貝に
よるノロウイルスの感染による食中毒が起こり
やすい季節です。フグの素人料理は絶対に行わ
ないでください。カキなどの二枚貝は十分加熱
（85℃、1分以上）して食べるようにしてください。
　ノロウイルスは感染しやすいので調理・食事の際やトイレ
の後は十分な手洗いを行い、特に家族に下痢・嘔吐などの症
状がある場合には注意してください。
　

事前の予防が大切です。
◆人ごみを避け外出時はマスクを着用しましょう。
◆外出後、食事前は手洗いとうがいをしましょう。
◆十分な栄養と休養をとりましょう。
◆部屋を定期的に換気したり、加湿器などを使って、 　
　十分な湿度を保ちましょう。
ワクチン接種を受けましょう。
◆今年はＡソ連型が流行しています。まだ、ワクチン
　接種を受けていない人は早めに接種してください。

●冬場の食中毒に注意しましょう！●インフルエンザにかからないためには！

●こどもセンターでは、子育てに関する情報提供・相談なども
受け付けています。
●「子育てひろばだより」を毎月発行しています。市内公共施設、
病院・歯科医院、大村駅、郵便局に置いていますので、ぜひ
　ご覧ください。
●市のホームページでも事業紹介しています。

ママパパ学級
午後1：30～3：30
■こどもセンター

■問い合わせ　国保けんこう課（内線152）

18日（金）
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カメリアクリニック
［小児科］
富の原2丁目☎○28  8177
むたクリニック
［整形外科・消化器科］
古町2丁目☎○52 4501

須田小児科医院
［小児科］
植松3丁目☎○54 7200
原外科内科肛門科
［外科・内科・肛門科］
宮小路1丁目☎○55 8427
なりすえ歯科医院
池田1丁目☎○54 8080

出口小児科医院
［小児科］
諏訪3丁目☎○52 2252
レディースクリニックしげまつ
［産婦人科］
古町1丁目☎○54 9200
鳥越歯科
本町☎○52 2992

1

8

15

22

29

※写真はこどもセンターを訪れたお友だちです。

献血車巡回日
午前9：30～11：30
市役所前■国保けんこう課

ふれあい健康講座
「ペースメーカについて」
午後1：00～2：00
市立病院
■市立病院（☎○52 2161）

※開催場所を記載していないイベントは、
　こどもセンターであります。
※■は問い合わせ

乳幼児すくすく
健康相談　
受付：午前9：30～10：30
竹松住民センター
■こどもセンター

乳幼児すくすく
健康相談　
（4か月児前後）　
受付：午前9：30～10：30
（10か月児以上）
受付：午後1：30～3：00
■こどもセンター

耳とことばの相談
午後1：00～3：00　
・医師などによる相談
・身体障害者手帳および
 補聴器の申請受付
総合福祉センター
■ 障害福祉課

小児科内科しげの
［小児科・内科］
須田ノ木町☎○52 8525
本田皮ふ科アレルギー科
［皮膚科・アレルギー科］
富の原2丁目☎○55 6830
蔵田歯科医院
原口町☎○55 3565

さわ小児科
［小児科］
富の原2丁目☎○56 2288
後藤産婦人科
［産婦人科］
西大村本町☎○20 8123
本川歯科医院
松並2丁目☎○54 1682

野口内科こども医院
［小児科・内科］
西大村本町☎○52 2339
貞松病院
［整形外科・形成外科］
東本町☎○54  1161
今道歯科医院
本町☎○52 1822

ともなが内科クリニック
［内科・呼吸器科］
杭出津2丁目☎○54  5000
おび産婦人科医院
［産婦人科］
本町☎○541103
きい歯科矯正歯科クリニック
須田ノ木町☎○52 0202

みね内科クリニック
［内科・呼吸器科］
富の原1丁目☎○55 5070
わたなべ耳鼻咽喉科医院
［耳鼻咽喉科］
杭出津2丁目☎○52  2003
なかむら歯科
協和町☎○50 1718

日曜・祝日の在宅当番医は、
変更になる場合があります。
ご確認のうえお越しください。
●診療時間：
　午前9時～午後6時
　※歯科は正午まで

■問い合わせ  こども政策課

　三種混合、麻しん・風しん、日本脳炎、ＢＣＧ・インフ
ルエンザ予防接種は、年間を通じて実施しています。
　お子さんの体調の良いときに受けてください。
　インフルエンザは１月末までです。

　上田 陽詩ちゃん
（1歳11か月）

坂口 璃奈ちゃん
（1歳10か月）

り　な ひ な た

子育てひろば
日 土月 火 水 木 金

■申し込み・問い合わせ
こどもセンター
〒856-0832　本町413-2
☎549100　 　　54 9174
午前8時30分～午後5時30分（月～金曜日）

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20
■こどもセンター

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20
■こどもセンター

ことばの教室
午後1：30～4：00
・言語聴覚士によることばの相談
・心理相談員による育児相談
■こどもセンター

ことばの教室
午後1：30～4：00
言語聴覚士によることばの相談
■こどもセンター

親子愛あい広場
午前9：30～11：30
■こどもセンター

親子愛あい広場
午前9：30～11：30
■こどもセンター

親子愛あい広場
午前9：30～11：30
■こどもセンター

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20
■こどもセンター

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20
■こどもセンター

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20
■こどもセンター

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20
■こどもセンター

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

　1 月　1 月　1 月2008

●1歳6か月児健康診査（通知済み）
　　　…平成18年1月～平成18年6月生まれ、または2歳未満の幼児が対象
●3歳児健康診査（通知済み）
　　　…平成16年1月～平成16年7月生まれ、または4歳未満の幼児が対象
●ふれあいリハビリサロン（初回は電話で申し込み） …40歳以上の人が対象
●ことばの教室•親子愛あい広場（初回は電話で申し込み）
　…ことばの発達が気になるお子さんや、育児でお困りのお母さんが対象
●乳幼児すくすく健康相談
　…身長・体重測定、離乳食教室、育児相談（予約不要。母子手帳参照）
　…こころはぐくむ絵本事業で絵本を配布します（対象：1歳児未満）

子育てつどい
ベビーふれあいあそび

おはなしの会

出前子育てつどい

■ 問い合わせ
★（松原・福重・竹松地区）
北地区子育て支援センター
（昊天宮保育園） ☎○55 0922
★（鈴田・三浦地区）
南地区子育て支援センター
（鈴田保育園） ☎○49 5388
★（西大村地区）
西大村地区子育て支援センター
（植松保育園） ☎○54 5056

つ ど い 名 内　　　容 と　き と　こ　ろ
毎週

9日

10日

24日

30日

9日

10日

11日

16日

23日

24日

25日

30日

水曜

（水）

（木）

（木）

（水）

（水）

（木）

（金）

（水）

（水）

（木）

（金）

（水）

こどもセンター

市立図書館

桜馬場第2公民館

竹松本町第1公民館

こどもセンター

松原住民センター

さつき台公民館

竹松住民センター

福重住民センター

小路口光公民館

西大村コミセン

松原住民センター

三浦住民センター

竹松住民センター

福重住民センター

子育てとなり組 みんなでおしゃべり（10：00～11：30）

（10：00～）

※1

※2

（10：00～）

　おしゃべりしたり、子どもと遊んだりしたりして、みんなで楽しいひとときを過ごしませんか。　対象　就学前の乳幼児親子

ベビーマッサージ・親子遊び（0歳児）（11：00～） 

絵本の読み語り・わらべうた（11：00～）

1月生まれの誕生児を祝おう（11：00～）

お正月遊びをしよう

体を動かして遊ぼう

誕生日のつどい

※1　 申し込みが必要です。電話または直接こどもセンターへお申し込みください。
※2　 誕生月でない人も参加できます。誕生月の人は事前にこどもセンターへ連絡してください。

ふれあい交流
室

こどもセンター２階に、乳幼児と親が自由に来て遊べる部屋があります。どうぞご利用ください。［利用日・時間］月～金曜日（祝祭日を除く）午前10時～午後5時

　冬場はフグによる食中毒、カキなどの二枚貝に
よるノロウイルスの感染による食中毒が起こり
やすい季節です。フグの素人料理は絶対に行わ
ないでください。カキなどの二枚貝は十分加熱
（85℃、1分以上）して食べるようにしてください。
　ノロウイルスは感染しやすいので調理・食事の際やトイレ
の後は十分な手洗いを行い、特に家族に下痢・嘔吐などの症
状がある場合には注意してください。
　

事前の予防が大切です。
◆人ごみを避け外出時はマスクを着用しましょう。
◆外出後、食事前は手洗いとうがいをしましょう。
◆十分な栄養と休養をとりましょう。
◆部屋を定期的に換気したり、加湿器などを使って、 　
　十分な湿度を保ちましょう。
ワクチン接種を受けましょう。
◆今年はＡソ連型が流行しています。まだ、ワクチン
　接種を受けていない人は早めに接種してください。

●冬場の食中毒に注意しましょう！●インフルエンザにかからないためには！

●こどもセンターでは、子育てに関する情報提供・相談なども
受け付けています。
●「子育てひろばだより」を毎月発行しています。市内公共施設、
病院・歯科医院、大村駅、郵便局に置いていますので、ぜひ
　ご覧ください。
●市のホームページでも事業紹介しています。

ママパパ学級
午後1：30～3：30
■こどもセンター

■問い合わせ　国保けんこう課（内線152）

18日（金）
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◎カキの試食
　 カニの味噌汁も用意します。

◎カキ、ナマコ、サザエ、ホタテの販売
　 カキ焼きコーナーもあります。

1月6日● 11：30～15：00
大村港馬場先波止

※1月13日～2月24日の毎週日曜日も、同会場で
　カキなどの直売とカキ焼きをお楽しみいただけ
　ます。
★1月13日はナマコも直売します。

お問い合わせ
大村市漁業協同組合 1%23061
市 農 業 水 産 課 1%34111（内線253）

第

回
4

日
先着

200
名

大村競艇前売場外おおむら

●

大村会館協同社●

大村港馬場先

●新城保育園

●

●

JAながさき県央
大村中央支店

大村市総合地方
卸売市場

大村市漁協

●

至諫早至東彼杵

至長崎
空港

カキまつり会場

大
上
戸
川

とき

ところ

　11月18日（日）、大阪城ホール（大阪市）で開催された
第20回全日本マーチングコンテストに九州代表として
出場した桜が原中学校吹奏楽部が、中学校の部におい
て見事金賞を受賞しました。コンテスト（中学生の部）
には全国から25校が出場。演奏技術、演奏表現、行進の
美しさ、音と動きの調和の４項目について審査されま
した。同中は「ラプソディー・イン・ブルー」など２曲を演
奏しながら部員49人が息のあった素晴らしいマーチン
グを披露。みごと最高賞の金賞に他の６校と共に選ば
れました。桜が原中学校吹奏楽部の皆さん、おめでとう
ございます。

大会終了後、全員で記念写真

〈大会本番のようす〉

と

うす

　大村湾でおいしいカキが獲れることをご存知ですか？
大村市漁業協同組合では臼島沖で養殖したカキを
ご賞味いただくため、第4回カキまつりを開催します。
　皆さん、お誘いあわせのうえ、お立ち寄りください。

E-mail:kouhou@city.omura.lg.jp

http://www.city.omura.nagasaki.jp/

■毎月1回発行　■発行：大村市　■〒856-8686長崎県大村市玖島1丁目25番地 　10957%34111㈹　
■市民の声ファクス：50957%40300 ■編集：大村市情報政策課 「広報おおむら」は再生紙（100%)を使用しています。

大村市の人口（11月末現在）
人　口　91,392人　（＋37）
　　男　43,795人　（＋17）
　　女　47,597人　（＋20）
世帯数　37,151世帯（＋26）
　※（　）内は先月比（住基・外登法に基づく）
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